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近世土佐家文書

松尾 芳樹

土佐派は中世に基盤を確立した大和絵の流派である｡京都市立芸術大学芸術資料館には､こ

の流派に近代まで継承された資料が所蔵されているOこれら資料には､絵画資料のみならず多

くの文書が含まれる｡これまでその内容を明確にしていないため､調査を実施 して日録を作成

した｡文書は約 580点あ り､大部分が 18･19世紀のものである｡内容に従い､文書群を6つ

のグループにわけた｡●●家伝●●は土佐家の歴史と叙任の記録､"家業"は大嘗会や内裏造営に関

係する文書など､家業に関連して作成された文書､"書状●'は受領した書状と関連文書､･･和歌●●

は懐紙や短冊など和歌連歌に闘係する文書､●●写本"は典籍や文書の写本､･･資粁'は印腰と裂

標本の実物である｡これら文吉は､近世土佐派の活動を知るための貴重な情報を与えてくれる｡

主要項E巨 土佐派 大和絵 近世文書 大嘗会 内裏造営 写本

TheDocumentsoftheTosaFamilyultheEarlyMoclernAge

ByMatst10Yosh止l

TheTosaSchoollSaschoolofJapanese-StylepahltingthatestabhsheclthebaselnthemdclleAges

Themuseum,KyotoCityU山versltyOfal'tSOWnSthematel.ialsucceededtomoclel.nagesillthlS

school.TllismaterlalcontalnSnotOnlythepamtlngnlaterialbutalsoalotofdocuments.Because

thecontentofthesedocumentswasnotclearuptonow,thedocumentswerelnVeStlgaLeclthis

timeancILhelisいvasmadeThelllaJOt.ICYofthedocumentwithabout580pleCeSWasproducedul

the18thalld19thcenturleS.IclividedtheseclocumentsmtOSixgroupsaccordingtOthecontent

HFam山yreclpe"1SagroupOfthedocumentthatrelatestothehistoryandappomtmentilltheTosa

falT山y.‖FamilybusuleSS‖lSagroupOfthedocumentnladelnrelationtotilefalldybuslneSSlike

thedocumentetcthatrelatetoDaijoeCeremonyandthereconstructionoftheunperialpalace.

"Letter"1SagroupthatconsistsOftheacceptedletterandtheassoclateddocLuTlent."Japanese

poetry"1SagroupOfthedocumentthatrelatesto"waka''and"Renga"(traditmnalJapanese

poetry)suchasHKajsh"(pocketpaper)and"TanzakuH(longstripofcard-boarcl)."TranscrlPtl'

isagroupthatconsIStSOfthetl.allSCriptofthebookorthedocument"ObJeCtl■lSagroupOfthe

thugthatco】1SistsofastampandthefabrlCSample･WecanobtainvaluablelllformaLionLoknow

theactiⅥtyoftheTosaSchoolattheearlymodernagefromthesedocuments.
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1.はじめに

京都市立芸術大学芸術資料館が所蔵する ｢土佐派絵画資料｣は､大和絵の流派として知られ

る土佐家に伝えられた粉本･文書類であるoJ閉 口28年(1953)に水産学者の松井佳-(1891-1976)

から､京都市立美術大学に寄付さjlた｡松井は古画の鑑賞に趣味があり､土佐分家の末南土佐

光輝が所蔵していたものを偶然に一括購入の機会を得て所蔵していた｡これは中世に遡る画系

の宗家に連なる粉本頬がまとまって遺された希有な事例である｡

土佐派は大和絵の伝統を継承して長 くその主流を占めた画派で､画系の相として確実に知ら

れるのは 14世紀中ごろに絵所預となった藤原行光である｡15世紀なかばから16世紀初めまで

宮廷絵所預であった土佐光信の時代に流派は著 しく発展 し､宮廷 ･幕府の厚い信頼を受けた｡

子の土佐光茂も絵所預を継承したが､戦国時代の混乱に翻弄され､永禄 12年 (1569)に長男

光元が戦死 して土佐家は継承者を失うことになった｡そのため土佐派は､光茂の弟子土佐光吉

を中心に堺を拠点とするようになり､町絵師として画系を維持した 日｡その子光則は寛永 11

午 (1634)京都に移 り土佐派再興を働きかけるがかなわず､光則の子光起の代となる承応 3年

(1654)にようやく宮廷絵所領に任 じられた｡以後この近世土佐家には､光成､光祐､光芳ら

が出て絵所預を世襲するようになり､近世における大和絵の伝統を継承する流派として活躍 し

た｡

｢土佐派絵画資料｣は整理上の数で約2000点にのぼる｡絵画資料を中心として整理されてい

るが､墨書を主体とする資料も多 く､全体の約三割がこれら文書資料となっている｡｢土佐派

絵画資料｣の全体像の把握は､この絵画資料群と文書資料群を区分して扱うほうが理解 しやす

いことは早 くから認識されていたが､これまで文書資料の整理は遅れていた｡絵画資料につい

ては 『土佐派絵画資料目録 (-)～ (九)』'2'によって､その半数が図録化されてお り､文書

資料についても ｢近世土佐派記録 (-)～ (六)｣川により公刊 しているが､いずれも部分を

紹介するに止まっている｡本稿は ｢土佐派絵画資料｣中の文書資料群を整理して目録化 し､そ

の概要を報告するものである｡

今回の整理作業により､文書全体を､内容から以下の6群に分頻することができたO

家伝 一土佐家の歴史と叙任に関係する文書

家業一土佐家の家業に関連して作成された文書

書状一受領 した書状及び関係文書

和歌一懐紙や短l肘など､和歌 ･連歌に関係する文書

写本-I,H臓吾や文書の写本

資料一印脂と裂見本の実物資料

この 6群のうち "家伝"と ■一家業"が共に大きな部分を占めており､それぞれが文書全体の

三割にあたる｡●̀家伝"の点数が多いのは､叙任の記録である口宣案が数多く含まれているため

であり､"家業●'の点数の多きは､大官会御用に関する記録と､鑑定の際作成さゴ1た極札が比較

的大きな資料群を形成していることによる｡

文書全体は一部の例外を除いて 18･19世紀の資料から構成されており､絵師でいうと土佐

光芳以下の世代に関わるものが大部分を占める｡これは絵画資料が中世末に遡るものから遠さ
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れている点に比べて､大きく異なる特徴といえる｡以下各群の解題を行う｡

2.家伝

記録類の中でも特に土佐家自身に関するものを集めた一群である｡最も大きな比率を占める

のは亡盾 案 《013-165≫であり､｢近世土佐派記録 (二)｣に紹介するとおり､土佐光成以下光章､

光武時代のものまでが揃っている｡現在東京国立博物館が所蔵する ｢土佐文書｣川の光起の口

宣案に連続する資料群である｡土佐家以外の者として大村豊水の口宣案が混じるが､豊水は土

佐派の絵師と思われ､その子高井豊泉も同じく土佐派の絵師であったと考えられるところから､

事情があって豊泉より土佐家に戻されたものである｡口宣案以外で家職に関するものとしては､

近代の資料となるが､光武に対する宮内省からの辞令及び伝達書がある｡この他光文､光武の

事跡に関する近代の文書が数点加わる｡

《001土佐派系図≫《002土佐家没年目録≫《011土佐光信伝》《012土佐光起伝書付》は､｢近

世土佐派記録 (-)｣で紹介 した土佐家の系譜に関わる記録である｡《006土佐文書 目録》は､

東京国立博物館所蔵 ｢土佐文書｣の約半数を収録する目録となっており､近年まで ｢土佐文書｣

が本資料群と共にあったことを示 している｡《005大草社年貢米之事≫は､土佐広周から土佐光

信に受け継がれた絵所預領である丹波大草荘と近江金勝寺定光坊跡の年貢に関する記録を貼 り

継いだものである｡宮島新一氏により既に翻刻されているが (5,､応永 19年 (1412)から大永 5

年 (1525)の年紀が見られる｡土佐光元の戦死により後継者を失った光茂が弟子光害に譲渡 し

たとされる ｢絵本､証文､知行等｣の内容を裏付けるものである".,｡しかし､当時すでにこの

領地の実質的な支配権を失っていたことから､実益はなかったと考えられている｡《003･004

土佐家印譜〉は2軸あり内容はほぼ同じもので 1軸に約 120個の印が捺されている(7)｡光害以

下光章､光晴までの印があり､山内佑晃氏所蔵土佐家Ell順 (お)中に大部分の印が確認できる｡制

作は光武の時代と考えられ､近年まで土佐家において印順が所蔵されていた証しとなっている｡

《007土佐家叙位留帳》《008叙任傍例書付》《009従四位家例傍例叙日書付》《010土佐光貞俸

禄上申書控》についていえば､｢近世土佐派記録 (-)｣｢近世土佐派記録 (五)｣に紹介すると

おり､土佐家の叙任に関する運動の記録である｡土佐光起が絵所に復 して後､土佐家では家職

をいかにして安定させるかを模索 した｡若 くして父を失った光労は､家業の断絶を防ぐため分

家開業の働きかけを行い､光貞はその確立に苦心 した｡適切な位階に叙されることが家格の安

定につながったため､他家の昇叙は関心の対象であり､安定した社会の中で絵所の地位と禄を

確実なものとするために活動した様子がうかがえる｡

その他､"家業"に収録 したいくつかの文書は､土佐家周辺に見られた興味深い事跡を伝える｡

享保 10年 (1725)に､その前年まで京都所司代を務めていた老中松平忠周 (1661-1728)を通

して将軍徳川吉宗に土佐家の所蔵粉本を見せることになった｡《175土佐家所持絵本目録》《176

将軍御覧絵本目録》はこの時制作された土佐家の所蔵粉本の目録と､将軍側に見せることにな

った粉本の目録である｡馬や鷹狩に関わる画題のものが集中しているため､もともとは何か具

体的な目的があって土佐家粉本の閲覧が企てられたと思われるが､その後の展開をみれば､特

に公的な用向きに関わるものではなかった｡しかし､この一件により土佐家と幕府周辺との間
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に繋が りが生まオ1たことは推測され､家業の安定に意味があったと考えられる｡《174土佐家秘

書目録》は応永 9年に土佐行光が記 したという土佐家の秘書三種 (『和画統伝譜略』『先代画工

司補任』『絵所預春 日日記』)についての記録の写 しというが､秘書そのものは現存せず､原本

である文書それ自体､行光のものである可能性は低い｡すでに ｢近世土佐派記録 (-)｣に紹

介 した 《174住吉称号諾文写》は､土佐光吉の門人とされる土佐広過 (1599-1670)が住吉大社

神主津守陸t治 (1639-1677)から住吉称号を許可された証文 州の写 し｡｢近世土佐派記録 (≡)｣

に紹介 した 《173大利旅行記》は､延宝 7年=(1679)の土佐家の旅行記録である｡京都を出発

して奈良 ･飛鳥 ･吉野の観光をしながら高野山に至る行程を光起または光成が記録 してお り､

簡略な覚え書きながら､当時の旅の行程と史跡に学ぶ土佐家の歴史認識がわかる｡

3.家業

この一群は､絵所預としての職務に関わる記録と､土任派絵師としての家業に関わる記録で

ある｡前者は､宮中の諸調度の制作関連資料と儀式の記録資料にわけることができる｡後者は､

古画の鑑定をよくしたという土佐光学 らの極札と諸種の留書である｡この家業に関わる資料に

絵図が含まれる場合があるが､本資料群の性格上土佐家で才L机 ､たと思われる記銘絵図頒 'H"は

絵画資料に含める整理方針がすでにあるため､文書資料から割愛 している｡

宮中での調度制作に関わる仕事 として､近世土佐家が重要な役割を果たしたのが､寛政度及

び安政度の内裏造′削 こおける障界画制作と､元文 3年 (1738)以後の大嘗会における和歌界風

の制作である｡

寛政度内裏造ノ削 ま､天明 8年 (1788)の大火で焼失 した内裏を再建 した造営事業のことで､

裏松r重闇まの考証をもとに平安古制に倣った復古的な造営が行われたことで知られてお り､寛政

2年 (1790)に竣工 した｡このとき土佐家は光貞 ･光時 ･光学が襖 ･障子 ･界風などの調度制

作に関わっている｡また安政度内裏造営は､森永 7年 (1854)の大火による寛政度内裏の焼亡

を受けて､同株の規模で内裏を造営 した事業で､安政 2年 (1855)に竣工 した｡この時は土佐

光晴 ･光文 ･光武が寛政度造営に準 じた仕事をしている｡

寛政度内裏造営に関わる資料として 《182寛政度安政度御造営御絵梯絵師控≫《183寛政新内

裏清涼殿鳥居障子次第》《184清涼殿御障子倭画色紙之和歌》があり､安政皮内裏道′削 二閑わる

資料 として 《185新内裏御造営御絵様記録》《186安政度造営清涼殿障子作者日録》《187安政

二年新内裏御造営御絵之門坪数取調大元帳写》《188安政二年新内裏御造営御絵之門坪数取調大

元帳写袋》をあげることができる｡絵画資料の中の内裏造営関係資料 (‖)と一群をなしてお り､

いずれも 『寛政御造営記』『風聞見聞図説』『安政御造営記』などの造営記録と同じ内容を絵師

側の視点で伝える｡

また 《189准后御殿新調界風治定帳》《190准后御殿御間絵様控〉《191乗用河道具御用絵様姓

名控≫のように､准后 (九条夙子)のために慶応 3年 (1867)に行われた御殿造営にかかる調

度調進の記録から.土佐家が鶴沢家と協力 して.多数の絵師の中心となって活動 した梯子がう

かがえる｡こうした宮中諸調度の調進にあたり､土佐家の関わり方を具体的に示す事例として

は､《1941200軟障考》が参考になる｡これらは軟1至削こついての古記録を抄出したものだが､絵
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画資料の中にも 《高松軟障図》《軟障図》 (,2'が遺されてお り､内裏造営に限らず､古例に従っ

て制作を行う場合の絵所預家御用の実態を垣間見ることができる｡

天皇の即位後初めて行われる新嘗祭である大嘗祭は､中世末期に中断していたが､霊元天皇

の尽力があって東山天皇の貞享 4年 (1687)に復興 した｡その後桜町天皇の元文 3年､桃園天

皇の寛延元年 (1748)､後桜町天皇の明和元年 (1764)､後桃1豪l天皇の明和 8年(1771)､光格

天皇の天明 7年 (1787)､仁孝天皇の文政元年 (1818)､孝明天皇の嘉永元年 (1848) と継続 し

て､明治期に継承 している｡土佐家は絵所預として､元文 3年の大嘗祭から大嘗会に使用する

悠紀主基界風を調進するようになる｡元文 3年度は土佐光芳が､寛延元年度は土佐光淳が､明

和元年度､明和 8年度は土佐光貞が､天明 7年度は土佐光貞と光時が､文政元年度は土佐光時

と光学が､嘉永元年度は光学がそれぞれ担当した｡

大嘗会は大嘗祭に引き続き行われる節会である｡撰ばれた悠紀 ･主基二つの斎田に関わる景

物を描 く犀風を調製して儀式の場に設えることを常とした｡この尿風は大嘗会における特別な

調度であり､その制作を通して土佐家は重要な役割を担うことになる｡本資料には量に多寡は

あるもののおおむね各次の大嘗会関係文書 《202-265》が遺されてお り､内容の大半は犀風制

作の主題となる犀風和歌に関するものである｡これは悠紀方､主基方双方 18首が撰ばれ､こ

の歌の内容に従って犀風絵を描くため､制作者には最も重要な資料として関心があった｡

大嘗会関係文書の大部分はこの界風制作に関わるものだが､大嘗会の次第を記録する資料も

見られ､標山と呼ばれる祭礼における作 り物についての記録も含まれる｡また､明和元年度の

ものと思われる 《221画所参向行列次第≫は､画所預が悠紀主基の界風を宮中に納めるための

行列を記録 したものとして興味深い｡『大嘗会便蒙』は国学者荷田在滴 (1706-1751)が元文 3

年の大嘗会の儀式を抄録して元文 4年に出版したものだが､本資料には文政元年大嘗会の際に

父光字の御用を手伝ったと思われる 14歳の光晴が書写したもの 《247≫が遣る｡

大嘗会の例に限らず､土佐家はしばしば儀式の記録を残 している｡先にも触jtたように絵画

資料の中には絵図によって儀式の記録を遺す場合があり､こうした儀式記録は､単に記録する

にとどまらず､何 らかの制作物に繋がるものであった可能性がある｡文書の中で特徴的なのは

行列記録が多いことで､《275･276元禄七年四月御薗山神幸御列》以後､近代にいたるまで 12

例を数える｡《282文政八年九月修学院御所御幸御列≫では､家中で最も若い光晴が記録にあた

っており､こうした作業は若い絵師があたっていたと思われる｡加えて､青蓮院宮坊官で能書

家として聞こえた鳥居小路経孟 (1828-?)による 《287明治十九年男I_LĴ 幡宮例祭次第》が遺

されており､《168男山祭参向辞令 (土佐光武宛)≫に関わるものと思われる｡

また 13歳の土佐光芳は､宮中における年初の三節会すなわち元日節会､白馬 節会､踏歌節

会の次第を書写している｡これは記録というより､祖父､父を相次いで失い､宝永 7年 (1710)

に 11歳にして絵所預となった光芳が､宮中の儀式について懸命に学ぶありさまをうかがわせ

るものであろう｡土佐家が宮中儀式の記録に関わっていることは､本資料に遺された絵図､文

書から確認され､光芳も当主としてその職を全うする責務を負わされていたことがわかる｡《273

蹴鞠会次第》は承応 3年 (1654)5月に宮中で行われた蹴鞠会について生嶋秀敏が記録 したも

ので､土佐家による記録ではない｡生鴨家は桂宮詣大夫の家で､秀敏は生嶋宣盛 (1628-1695)
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の初名である｡記録当時秀敏は従五位下宮内少輔であった｡この時の土佐家は､3月に光起が

従五位下に叙され左近衛将監に任 じられた直後であり､いかなる目的で秀敏から譲られたかは

わからないが､この文書は絵所預に復 したばかりの土佐家と宮中との関わり方をうかがわせる

ものといえる｡他に､安政改元の会議記録である 《288年号改元定記》や､叙位記録である 《289

天保二年補略≫のような記録の写 しが遺されるのは､宮中における職務の日常に由来するもの

であろう｡

土佐光学は､鑑定をよくしたことが知られているが､そのことを裏付けるように本資料には

多 くの極札 《290-342≫が遺されている｡｢近世土佐派記録 (五)｣に紹介 したとおり､それは

ある時期のものに限られており､遺された理由は不明である｡ただ､遠祖土佐光起の鑑定に加え､

狩野探幽をはじめとする狩野派の絵がこれを遥かに超えて多いことは､土佐家に於ける鑑定業

の実際と当時の古画の流通状況を数えてくれる｡

文書の中には､制作にちなむ覚えが断片として偶然遺されている例がある｡その大部分を占

めるのは故実に関する覚え書きで､土佐家が宮中で仕事をする場合､様々な知識が必要となっ

たことは容易に推測される｡歴史の知識は言うまでもなく､装束や次第など儀式の決まり､事

物の形状や色など,絵を描 く際に必要となる事項を書き留めることは日常的な行為であったの

だろう｡"写本"のように,まとまった部位を写す例ばかりでなく,要点を簡略に記 して,制作

の用にあてていたことがわかる｡｢土佐派絵画資料｣の整理方針として､絵を主体 とするもの

は絵画資料に区別してお り-覚え書きにおいても絵図を主体としたもの (り-は絵画資料に分類

されるため､ここには墨書中心の覚え書きが収録されている｡また､元文 3年に大徳寺で行わ

れた曝涼記録と思わゴ1る 《352法山絵諾曝の図〉や栂尾高山寺所蔵古画の記銘など絵画関連の

備忘録である 《353絵事雑録≫など絵事関係の覚え書きもあり､故実のみならず､古画名画を

研究する姿勢､すなわち眼を肥やす努力の実際をうかがうことができる｡

4.書状

書状頬は文書資料の二割に達する｡土佐家の書状としては､東京匡卜立博物館所蔵 ｢土佐文書｣

がよく知られている｡｢土佐文書｣がもともとこの資料群と共にあったことは､本資料に含ま

れる 《006土佐文書目録》からわかるが､本文書における書状はこれに連続するものではない｡

ここに遣る書状群の中心は､佐渡の中山家から土佐光晴あるいは土佐光武周辺に送られた書

状とそれに関連する文書である｡これらは後述するように ｢中山家一件｣とまとめてよいもの

であり､これに壷井未知や藤原貞幹ら国学者から土佐家によせられた故実に関する回答書､冷

泉家との絵画制作を廻る交渉を示す書状､他家からの金子借用書などが加わる｡

現在の書状の遣 り方を見ると､土佐光成以後の書状類は､恐らく本家でも分家でも特に遺し

伝えるべきものと意識されていなかったと考えられる｡書簡の常として時の経過とともに次第

に整理されがちなことは､この資料にもあてはまるC 紙は貴重であったから､紙背の利用や裏

張に使用することは日常的であった｡｢中山家一件｣文書は､相続や金銭面での民事的問題が

発生したため､ある時点から意識的に収集し､保管したものと考えられる｡従って ｢土佐文書｣

は､土佐派の絵所預複帰に際して重要な意味を持つ特殊な文書として､家中で特別な扱いによ
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り一括保存された貴重資料となっていたことが推測される0本文書の書状群は､｢土佐文書｣

とは全 く性格を異にするもので､保管の必要からたまたま遺されたものと考えたほうがよい｡

以下本文書中の書状群の概要を報告する｡

<土佐光成.光祐関係書状>

土佐刑部すなわち土佐光成宛の林香安金子預状と人見秀正返 り手形がそれぞれ 1通と､左近

衛将監土佐光祐宛の金屋伝兵衛の金子預状が 1通ある｡1700年前後に記されたこれら文書は､

書状の中では確認できる最も古いものとなる｡林杏安は京都の医師として知られていた｡

<土佐将監宛書状>

江戸時代中期の国学者壷井義知 (1657-1735)が土佐将監に宛てた書状 《357-360》｡内容は

主に公家の服飾に関わる質問に義知が答えたものである｡文面から直接書状のかかれた時期を

推測することは難しく､そのため義知の書状の宛先である土佐将監が､土佐光成､光祐､光芳

の誰をさすのか確定しがたい｡

<土佐光芳関係書状>

"家伝"に収録した享保 10年 (1725)の徳川吉宗御覧絵本目録に関わる書状が三通 《36ト363》

見える.老中松平忠周の下で土佐家との交渉にあたった山村源八の書状である｡本書状によれ

ば絵本目録提出に際して珊かな指示のあったことが分かる｡常党すなわち落飾後の土佐光芳及

び土佐光淳に宛てられた寛延元年冷泉為村 (1712-1774)書状 《365》は,冷泉家の藤原定家像

の光芳模本に関わる文書である｡この定家像は現在も冷泉家に還る霊元天皇拝領品 《定家図》

のことで.光芳が元文年間に模写 した図も冷泉家に現存する｡光文の代になって土佐家に返却

されているので､光芳は複数模本を制作していたらしい｡この書状が請求の根拠となったと思

われ､返却の際冷泉為埋 (1824-1885)が添えた書状と併せて保管されていた｡また､京都の

狩野派の絵師である山本宗川 (1979-1760)から常覚に宛てられた書状 《364》は､宗川の法眼

叙任日を答えたものである｡

<土佐光貞関係書状>

京都の国学者藤原貞幹 (1732-1797)からの書状と勘文が一群 《366-371》となって遇っている｡

内容に特に一貫したものはないが､石戦に関する勘文には､同時期の京都の国学者である速水

常成 (1749-1797)の勘文も添えられている｡同じ主題なのでここに併せられたものであろう｡

勘文の時期にはばらつきがあるようだが､安永 4年 (1775)の勘文が含まれていることから､

光芳死後に土佐分家を担うことになった土佐光貞に関わるものと思われる｡勘文の包紙に記さ

れた土佐守についても､貞幹の在世時期から考えて､光貞に宛てられたものとして問題ない｡｢太

宋｣という記述のある 《366土佐光貞宛書状〉は､絵画資料に含まれている 《大宋界風図》州

に関わる安永 3年 (1774)大宋界風調進に関係するものか､あるいは寛政度内裏造営時に調進

された同罪風に関わるものと思われる｡打球についての勘文はやはり大宋界風に関するものと

考えてよい｡

加えて､土佐家は叙任について他家に聞き取 りをしていたらしく､御薗常斌 (1734-1801)･

藤木成寿 (1759-1819)による叙任の書付が遺されている｡h家伝"に収録される叙任の記録と

関連する書状であり､内容からみて光貞の代に関わるものと見られる｡ちなみに､御薗常斌は
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土佐光学の実父という伝がある｡

<土佐光晴関係書状>

土佐光晴関係割 犬の大部分は先に触れた ｢中山家一件｣にあたる｡

この中山家というのは､『地下家伝』には見えないものの､何 らかの縁があって伏見宮の家

来となっていたらしい｡国元は佐渡河原田 (現新潟県佐渡市)であり､光晴に書状を送る中山

幸運は佐渡中山家の当主である｡佐渡中山家は土地の名家であり,酒屋を営む富裕な商家であ

った｡

書状に見える内容を整理してみると､幕末期に佐渡から中山貞義が京都に出て､その子玄愉

の時代までに職を安定させたが､その子格之助は病気がちで死亡もしくは廃嫡されたらしく､

跡継ぎが絶えてしまった｡土佐光晴はこの中山玄愉の娘を宴としたため､この中山家と親戚関

係にあり､玄愉が亡くなり相続の必要が生 じたことから､玄愉の孫にあたる光清の子恒丸が､

懇願されて宋女と名乗って中山家に養子に入り､跡取 りになった｡中山家でこのような縁組み

が行われた理由といえば､佐渡中山家の意向により血縁のないものが養子に入ることが受け入

れられなかったため､中山玄借の孫にあたる恒丸の養子が要請されたものと考えらjlる｡

ところが光晴の長男土佐光裸が亡くなり､中山末女は土佐分家を相続すべき立場となる｡折

しも安政皮内袈造営の大事業に際し､土佐家も充実を図らざるを得ないことから､光武として

従六位下豊前介に叙任されたoつまり､一人が二職を兼ねざるを得なくなったのである｡これ

に藤木家が難色を示 した｡藤木家は代々典薬寮の鋭医者の家で､藤木篤平の妾の妹が玄倫の妻

中LlJ清心院であるということから､やはり親戚関係があり､この跡目相続に抗議したものであ

る｡その趣旨は､中山末女が土佐光武として土佐家を継げば中山家跡目は有名無実となってし

まい断絶同様となることへの懸念である｡土佐家にしてみれば嫡子を養子に出す道理はなく､

中山家の懇願により縁組みしたものであったから､大いに困惑することになったo京都の中LLJ

家が絶えてしまうことは､佐渡の中山家にとっても不利益であったらしく､形式的であったと

しても家の断絶は防ぎたかったと思われる｡

では､土佐家にとって一方的に迷惑な話であったのかというと､国元の中山貞義の土地から

の収入を京都の中山家は受けることができた｡中山末女として国元からの送金を受けることが

できたため､経済的には利益がある｡それでも祖母である清心院が存命中は､まだ中山家の実

体があったため､問題なかったのだが､清心院が亡 くなると､末女だけになり､中山家の実体

がなくなってしまうということに藤木家は抗議 したのである｡

土佐家が光清 ･光武の書状を大量に所持 していた大きな矧加ま､この相続に関わる問題への

対抗策であったと思われる｡中山家からの送金を土佐家が受け取るに至る経緯と既成事実を記

録しておく必要があった｡そして事態の収拾は､名を文啓という百々俊達の次男を中山家の養

子とすることで落着する｡中山文啓は元愉の玄孫ということでかなり遠 くはあるが､血縁があ

るため､国元の理解を得ることができたらしい｡まだ幼かったため､末女と末女の母すなわち

光武と光武の母である玄愉の娘が後見に立つことになった｡これで､清心院の死に際し問題と

なった末女による中山家相続は､文啓という跡取 りができたことで一応の解決を見､中山家の

断絶は避けることができた｡以後､文啓への仕送 りは後見人である土佐家と実家の百々家に送
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られるようになるのである｡

藤木篤平や勝山琢如 (1815-1868)らの書状 《386-399》は､全てこの中山家相続に関するも

ので､画家の勝山琢加は医師の安藤義之とともに､篤平から事態の収拾を托された人物である｡

勝山琢加は勝山琢文の子で琢舟､琢眼､琢文と続いた絵師の家に生まれた｡琢舟が土佐家に学

んだことがあったため､ 勝LJ｣家は土佐家に縁がある｡そのような背景もあり､絵師仲間でもあ

る琢如は篤平のやり方に疑念を持ち､土佐家側に理解を示している｡もともと､光晴には長男

光裸がいたため､二男を中山家の養子にしたものと思われるが､嘉永元年 (1848)に光裸が若

くして亡 くなったことが問題の原因であったと思われる｡

<土佐光文関係書状>

冷泉家からの光文宛書状 《404-407》は､冷泉為泰 (1736-1816)の歌絵の依娘､冷泉為理の

玉津島明神像制作の依頼及び藤原定家像光芳模本返却の添状である｡先の常覚光芳宛て冷泉為

村書状はこの為理書状と併せて保管されていた｡興味深い資抑 ま､維新政府の士族触頭から明

治4年 (1871)に絵所預の表札を禁止し士族と表記すべき旨の指示 《408》が出されている点

である｡絵所預が廃されたのみならず､土佐家にとって最も大切な看板を失ってしまったこと

になる｡

<土佐光武関係書状>

書状の中で最も大量に遺されるのが､この光武関係の書状である｡大部分は ｢中山家一件｣

にあたり､佐渡の中山五平と中山立恭らからの書状が大半となる｡五平は幸蔵の息子で中山家

を継いで当主となっており､立恭は医師である｡両者は､当時の佐渡河原田中山一族の中心人

物と見なされる｡中山末女時代に宛てられた書簡と中山文啓の後見人として中山家と交渉する

土佐光武-の書状が遺されるが､中山家の後見人であっためか､佐渡と京都の間で交わされた

中山家の文書も含まれ､光武関連の書状は複雑な状況を里 している｡光晴関係書状における ｢中

山家一件｣書状は主に相続に関するものであったが､光武関係書状では､光晴没後に実際に中

山家の世話をすることから､頻繁に人や金の動きが生まれたため､書状の種類が多様なものと

なっている｡

元治元年の金子預 《464･465≫は､7月の禁門の変の火災により京中に甚大な被害がもたら

されたあとに､京都の銭屋から寄越された文書である｡延焼範囲を考えれば土佐家も被災して

いたことが考えられるのだが､支払い猶予を認めているところは､仕方のない事情があったの

かもしれない｡後に光武が逆に借金をするようになる(.I,,ことを考えれば,明治維新は土佐家

に大きな変化を余儀なくしたことになる｡富岡鉄斎により光武に贈られた印の送 り状《467〉は､

被の交遊の一端を垣間見せるものといえる｡

所蔵される由来不明の書状としては､楠木正成が建武三年に子の正行にあてた書状の写 し

《470》と､雪舟が加水宗捌にあてた書状 《471≫の写しがある｡前者は正成状としてよく知ら

れて写 しも多 く､楠公像を描 く際に入手したものであろう｡後者は原本真偽不明にして､山水

画の心得を説いたもの｡宗洲は雪舟筆 《破墨LLJ水図》 (H"の序に記さjlることで知られる雪舟の

弟子である｡
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5.和歌

土佐家において､歌道への接近がいつごろからはじまるのか定かではない｡ただ､土佐光信

が連歌を好んだことは知られており､画所預の職にあって公家らとの交渉も少なくなかったと

ころから､当時の土佐家が和歌に無縁であったとは考えにくい｡近世初頭に光害や光則が源氏

物語の画帖制作などに関わる様子を見れば､近世土佐家の制作においても､文学を介する和歌

との関わりは無視できないものがある｡文書中に土佐光吉と同世代といえる近衛信jIl'(1565-

1614)の色紙 《484･485》を伝えており､近世初頭の土佐家周辺に存在 したこの道の人脈をう

かがうことができる｡

近世になって絵所預に復 した光起においても､歌絵の絵巻を制作 した痕跡 (17)があり､和歌

への関心はおのずと発生 していたと考えられる｡また､古筆了佐 (1572-1662)の弟子嘉右衛

門による宗長の極札を付す 《502連歌切》や ｢宗祇三百七箇条｣をはじめとする連歌秘伝を書

写 した 《501連歌秘書≫など､連歌に関わる資料がわずかに遣るのは､光信に代表される中世

土佐派への敬慕のあらわれであろう｡I-家業'tに収録 した 《341連歌極札》は､常昭土佐光起と

光成による連歌軸に対する極札であったと考えられ､光芳の 《503･504連歌切≫も過ることを

みれば,土佐家における連歌への興味は近世土佐家にも継承されている｡

絵所預職の世襲が安定する光芳以降の時代になると､その交遊関係の中で自らも和歌を詠む

ことが定例化していった｡短冊あるいは懐紙に歌を残すのは土佐光芳･光淳弓ヒ文 ･光貞 ･光学 ･

光晴である｡ また､土佐家に懐紙短冊を遺す ものとして､参議 となった風早実積 (1691-

1753)､京極宮家仁親王 (1704-1768)､矧師の御薗常IjIr-(1706-1764)､前大納言柳原光綱 (1711-

1760)､椎中納言風早公雄 (1721…1787)､歌人の賀茂 (松EEI)直見 (1783-1854)､歌人の清原

(五十嵐)中輔 (ラ-1881)､歌人の冷泉為埋 (1824-1885)､土佐派画家の村上元茂 (松嶺)(19

世紀前半頃)､維新後子爵となった慈光寺有仲 (1828-1898)らの名が見える｡短冊の詞を見れ

ば土佐家においても歌会が設けられたことがうかがえる｡ちなみに御薗常列 ま､光学の実父と

いう伝のある御薗常斌の父にあたる｡

6.写本

土佐家においても､自らが制作する写生や下絵のみならず､参考とすべき典籍記録を書写 し

て架蔵することがある｡これは他の技芸に関わる家と変わることはない｡あるときは全てを書

写 し､あるときは抄出して蓄えていた｡個別に流通することのできる典籍の場合,いつしか家

を離れて他所に移ることは珍しくないが､かろうじて家に遺されたものがある｡この一群には､

土佐家以外の者が書写 したと思われる資料と､土佐家の者が原本の複製を目的として書写した

資料を一括した｡厳密さを問えば,この一群には光輝の手を離れて以後,土佐家の家蔵品以外

のものが混入する可能性があるが､資料の内容構成から判断してその影響は限定的にとらえて

よいと考えている｡

<社寺縁起 ･物語>

《508平野郷社縁起≫《506三国三社権現縁起》《507山王利生縁起》《509高貴寺縁起詞≫は社

寺縁起にあたる｡『平野郷社縁起』は､かつて平野熊野権現社と称 した杭全神社 (大阪府大阪
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市平野区)の縁起であり､土佐光芳が描いた絵巻そのものも杭全神社に現存する｡『三国三社

権現縁起』はかつて三国権現と称 した上野､信濃､越後の国境にある御阪三社神社 (群馬県利

根郡みなかみ町)の縁起であり､《山王利生縁起≫は 『日吉山王利生記』 として知られる近江

日吉神社 (滋賀県大津市)の霊験誰である｡どちらも段落部が指示されているため､絵巻類の

制作に関わるものと考えられる｡『高貴寺縁起』は慈雲飲光による再興で知られる河内高貴寺(大

阪府南河内郡河南町)の縁起である｡高貴寺には宗眼により延宝 7年 (1679)に描かれた 『高

貴寺縁起』があり､本資料はその詞の第-段を書写したものだが､この絵巻と土佐家との関わ

りは不明である｡

本地物としてお伽草子の範噂にある 《513いつ くしまの本地》は､物語全文を書写 した本文

に朱筆で絵の挿入箇所が記入されており,絵巻または冊子によって制作が行われた可能性があ

る｡こうした物語系絵画との関係でいえば､土佐家において 『源氏物語』を画題とする界風や

画帖が多数作成されたことはよく知られており､本絵画資料にも粉本を貼 り込んだ 《源氏物語

画帖》 (18)が存在している｡文書中に遣る 『源氏物語』の断片的な資料も､こうした制作の周辺

にあるものといえる｡《510竹取物語絵巻詞》は竹取物語絵巻の詞のみ抄出したもの｡絵画資朝一

に収録される 《十川文物語絵巻≫ 川､)との関係が推測される｡

<歴史 ･故実>

宮中絵所として､絵画制作に多くの歴史的知識を必要とすることは避けられなかった｡先の

"家業"に見るとおり､土佐家が拝命した仕事には歴史や儀礼に対する知識の必要なものが少な

くない｡●●書状"に見られる壷井義知や藤原貞幹との交わりも､制作上の必然があればこそ生ま

れたものである｡

《515時代一覧》は天保 12年 (1841)に出版された歴史人物の没年一覧で､土佐光信､光元､

光則､光起､光成の名が見える｡幕末期の土佐家の歴史認識の一端を教えてくれる｡また､絵

画資料に含まれる 《足利義嘱像≫(2.,,とともに伝えられた 《516簡松院殿糞去之事》や 《517豊

国神君御葬式順列並記之記》は歴史記録を書写 したもので､『続日本紀』元正天皇第四十四多

度山美泉にちなむ養老改元故事部分の版写本である 《514続日本紀巻七》とともに､資料とし

て絵画制作に関係 した可能性がある｡一方 《519夷艦防計録》や禁門の変の記録である 《520

洛中擾乱大記》は､絵事に関係のない資料で､むしろ幕末の何かと騒がしい世情を反映するも

のでしかないが､このような記録が家中に遺されるところに､幕末の土佐家の日常が垣間見え

る｡

平安末期の公卿中LIJ忠親の日記に付された 《521山塊記陸執筆図》と､鎌倉時代の公卿三条

公茂の 《522押ノト路内大臣公茂公記≫は､どちらも公家 日記の写本だが､記事を故実の参考と

した可能性が高い｡《518江戸城本丸図》は大奥を含まない江戸城表絵図で､寛永度絵図からの

部分写本と思われる｡各部屋の配置の他､主要な部屋の天井の仕様､畳の置き方､襖の画題､

絵師名を記入 しており､江戸城における狩野派の仕事に関心が向けられている｡

平安時代の儀式書である 《523雲図秒》や､調度及び建築図を 『類従雑要抄』に擬えて九条

家周辺において集成したと考えられる 《524煩朱抄≫は､絵図を伴う故実資料として制作の参

考にされたと思われる｡また､《525･526文安御即位調度図≫《527享保二十年御即位装束図巻
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(典侍 ･内侍 ･女王)≫は､即位の儀式に関する文献写本であ り､即位の儀礼においても土佐家

に何 らかの役割が与えられていた可能性を示唆する｡《528冠帽図会》は松岡辰方 (1764-1840)

の著 したかぶ りものの図録で､儀式を描 く際に便利な資料だが､写本は近代のものと思われる｡

三十六歌仙の服飾について考証 した 《529三十六歌仙服飾備要》には､多数の押紙が見 られ､

写本を実際の制作の参考に使用 したことを具体的に示す資料 となっている｡他に､武家故実に

関するものとして伊勢貞丈 (1718-84)注 『鎧成毛剛 を原堵室写本 (州から土佐光輝が書写 し

たもの 《530≫があるほか､享保2年 (1717)に水島 卜也 らか ら高橋勝九郎が伝授 を受けた小

笠原流の鞭策秘伝書の写 しである 《531小笠庶流鞭策秘伝》や母衣の故実を書 き留めた 《532

武羅之書≫も兵法書の範崎に入る写本である｡

<諸学 ･諸芸>

《533本朝五常図並諾》の原本には､林家の儒学者で後に大学頭を務めた林鳳岡 (1645-1732)

の延宝 7年 (1679)暦があった｡五首は儒学に説 く仁､義､礼､智､信の五つの徳性をいうが

土佐家 との関わりは見えにくい｡幕府方との関係が生まれる光芳の時代に書写されたものと考

えられる｡

少 し特殊な資料として 《534仏法双六》がある｡この種類の双六は､ 日本の双六の中でも古

い形式を止めてお り､仏教における世界観を学ぶために生 まれたものとして､源流は中世末頃

に求められている｡ここに遣るものは江戸時代前期に制作されたと思われる双六そのものであ

る｡内容体裁からして土佐家の関与は考えにくく､むしろ何 らかの用途があって家蔵 されたも

のであろう｡ また､月の周辺に現れる近星に関する占術覚えである 《535近星占術覚》は､い

かなる用途があったか不明である｡保管状況は書簡類の一群にされていたので､何者かとの往

来の中で入手 したものが､たまたま遣ったのかもしれない｡宝船の版画は節分または年初の枕

に敷 く護符の一種で,ここには京都の画家 6名が描いた同寸の豊刷版画 《536-541≫が遣る｡

画家の顔ぶれからすると光武時代に配 り物 として制作 されたと思われるが､保存された理由は

不明である｡

7.資料

｢土佐派絵画資料｣のなかには､絵図文書以外の資料 も含 まれているOこの一群には､土佐

家の印粕と､宮中の調度制作に関わる裂標本を集めている｡

すでに述べたとお り､土佐家の印順 としては山内佑晃所蔵印腰が知 られている｡その印影の

大部分は 一̀家伝 'に収録 した印譜に収録されているが､ここに遺される24佃の印は､その印譜

を作成 した人物 と思われる光武 ･光輝の鞘膜であ り､印譜には収録されていない｡土佐光武は

土佐家に伝えられる資料の再整理を試みていたことが推測され､資料中の古資料に自身の蔵印

を捺 した例がある｡先の印譜の生理は､そうした光武の思考の一端を示す ものと思わゴ1るO

裂標本は､御簾縁 と軟錦 と細裂で､特に古裂 として遺されたものではない ｡ 軟錦は襖や犀風

の縁に使わjlるものであ り､御簾縁 ともども宮中の調度制作に関わった際の資料 としたのであ

ろう｡この裂がどの時期に関わるものか不明だが､寛政皮内裏道′馴 寺の調度制作のお りに軟錦

と御簾縁の図を土佐家で制作 .22,していることに関係する可能性がある｡
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8 あわりに

約580点の文書群は決して膨大な規模とはいえない｡ しかし､絵所預という中世以来継承さ

れた職を担い､活動を続けていた流派が､近世においてどのような画業を展開したのかという

素朴な疑問に対し､かけがえのない情報を伝えてくれる｡それは､絵画の世界における京都の

強い地域性を具現しており､近世における大和絵の保守的立場を明らかにするものといえるだ

ろう｡ただ､本資料群を整理して､新たな疑問も発生する｡土佐光起が元禄 3年 (1690)に著

したとされる画論書 『本朝画法大伝』.2.,については､家中に断片すら遣っていないことである｡

今日､狩野派における狩野安倍 『画道要訣』にも比されて､重要視される書物でありながら､

本文書の中にこの書物への参照例も見られず､現在の認識と大きな温度差を感じるところであ

る｡画論に対する家中の距離の置き方を改めて問う必要があるだろう｡

《注≫
(1)北77以下の近世土佐派絵nllJは以 J{のとお り｡本家筋として北苫 (1539-I613).光則 (1583-1638).光起

(1617-1691).光成 (1646-1710),光祐 (1675-1710).北方 (1700-1772).光t;Lj･(173411764).光時 (1765-1819).

北棟 (1794-1849).光文 (1813-1879).光井 (1848-1875)､分家として尤)i-の十九貞 (1738-1806)以 卜

光乍 (1780-1852).光uJ(】805-1862),光武 (1844-1916).光輝 (cl874-1921)と続いた｡粉本を継承 し

た北郷の代で廃業したが.光_I;'･-の f･光一は両家となっているO

(2)rL仏三派絵画資料El鐸 (-)f'rl'像粉本 (-)｣ (京都市立芸術人草附蛸l礼li:飾舶蝦.京附 け立芸術大学芸術資

料鮒創立 110周年記念部菜実行委Ll会うさ行.1990)0r土佐派絵所II2相 l録 (二)肖像粉本 (二)j悦郎IIJ'

ウニlL;術人草芸術資料館編狐,京都IlJ'llF_A:術数青振興協会発行.1991)0rl･.休派絵所望f利一目録 (≡)内炎造

'.;;･'.'粉本j(京都市立芸術人草芸術汽料ji'l'･;編躯.京都市立芸術教育振興協会づEiJ'･.1992)｡r土佐派絵画Yf料日

録 (rJq)鳳夙堂板絵 ･通釈両粉本j();tJ拘り了立芸術大学芸術祭料郎如JJs.i;1-郁i11立芸術教育振興協会発行.

199:3)0F土佐派絵画資料目録 (lr_)絵巻粉本 (二)j(京郡市 3.芸術人17:芸術IZt料館編脆.京都Trf立芸術数

千f振興協会発41-.1995)or土佐派絵Il相浦 u録 (六)絵巻粉本 (二)｣();日iI川il土芸術大学芸術資料館荊JJ主.

1;i'郎rfJ-立芸術教育振興協全うを4J.･.1996)0r土休派絵画資料u録 (七)lllll-IP,I.I(-)J(京都Ih一立芸術大学芸術

7;'川 -B'E'潮 境.京都市立芸術教fT-凝LM,L協会兜行.1997)or土佐派絵師幣利lほ,A(A)ll剛占(二)j(克郎小丘
i'三･術入学芸術資料館編集.京都rfJ'立11.:術数苛振興協会発行.1999)0rI.仕派絵ILhiYl'料日録 (九)両lp占(二:)｣

();川川了立芸術大学芸術'ff朴飾前払.i;11郁市立芸術教育振興協会発4J.2000)0

(3)拙1[･:.I)｢近lEl.一土佐派記録 (-)｣(｢京排Ih'iL芸術大学芸術資料館1l:･朝 祈31IJ1993)｡拙稿 ｢近世 IJ位派記

録 (二)｣(｢京郎市立芸術大学工術7ff利付･;年報 約4号｣1994).拙Gl:.rJ｢近日l.･十位派記録 (二)｣(｢京都Tll立

1-,･術大学芸術資料館年報 節5J,JJL995).拙稿 ｢近世土佐派記録 (lJLT)｣(｢京都rI7'立芸術大学芸術lff料飾

隼刊1第6弓｣1996)｡才‖卜稿 ｢近1日l.イ!.IiJJr(記録 (7T.)｣(｢京都TrJ'i/.ll-,･41tT)(学芸術資料館年報 約7-1日

1997)O拙稿 ｢近世土佐派言Ll録 (六)｣(｢京都市立芸術大学il:術翫利付r:iF･･邦 fJh,81I｣1998)

(4)ノ亡久ノ亡if･鎌倉執行下文以 トー貞1,_二勺:.常Elt椀 rl宣案までの土佐家文-Il日19jdを 10巻に収録｡木刈穂衛 r土JJ,

文-.冊,'f説j(木村徳衛.1935)に公刊｡
(5)宮J:.5荊- F'.･去'廷痢垣史のJT)r究j(乍文･i:iこ.1996)347-355頁｡

(6) 卜.JJ.A.光戊から玄二 (上位光古)への謙り状については.lii'都御所pAIlll御文)･1_･L_に'Ij'-Lがjii-されるO｢⊥佐光校

訓 入来｣(r点郁御所東山例文JiIl'lyTJ械地 卜文.lH (八木詐 店.20O9)188-9i'1'｡)

(7)｢lZ川 一抑介 上佐家印譜｣(｢とさえ 約1り･｣-,fl'都市立芸術大q:lSl.川引IXI､朋1滴占JJil､1990)07頁｡

(8)｢卜休派印譜｣(｢栃木県立;Jこ術鮒紀R･No_6｣1978)72-78pl!'O

(9)Jl;I.本は東京芸術大学が所蔵する (l).JJ顔料 まか F住吉大社と三十六歌仙鰍j(静子J鞍:.2009)93-91頁)O
(10)例として r上位派絵画汽料R会読j｣ミ収ながら｢上佐派絵画資料｣に含まれる (I)'gJEL冬至l雲))(130012220100).

(御幸図)(130012,360100).(七)jrlヒl;.l･:l父l)(130012410100).(節会図)(130012420100･1300124:30100)

の巻了.碧t料は絵図による俵式記録の･■.●輔,右と,l且われる.

(ll)前掲tLi三2号1:-:F土佐派絵画Yf料･日録 (二)内ii造営粉本』収録iff料.

(12)r上位派絵画資料El鉄男未収｡(130010650100-130010650300､130010660100～ I:30010660200､130011720】00

-1300日721000)
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(13)例として r土佐派絵画汽科目穿刺 未収ながら｢土佐派絵画l;/川 ｣に含まれる(I.rIで.J=)儀式誰図Li芝》(130012080100).

《車興国》(130012160100),〈Tlr.1窒l)(1300L2170100).《衣冠装火委州個 )(130012320100)の巻子資料は絵

図による覚え書 きを継いだものと!占しわれる｡

(14)r土佐派絵画資料 El録j未収o｣二位光点 く入来併凧図)(130015080100)安永3咋 (1774)0

(15)前掲注2苦rF土佐派絵画松料l=lS,;I((二)肖像粉本 (二)｣20で亨｡Iリ竹 9年 (1876)山口徳兵衛宛て土佐光

武金子借用証文｡

(16)明応4年 (1495)に雪舟が茄子nl水宗刑に与えたものとして);llられる.J如;淋し立博物館桟｡

(17)(名所歌絵巻)(130012380100)(方′lJ歌絵巻〉(1:30012510100)｡ 前掲注2ilrr土佐派絵画資料 目録 (T=rl'.)

絵巻粉本 (-)1収録資料｡28131日｡

(18)前掲注2乃rr土佐派絵画訟料日録 (九)【刷.I.'(≡)iJ収録LLlf料O

(19)前掲往2壬;二F土佐派絵画Yf料El録 (人)絵巻粉本 (二)｣収5,紺 淵 ｡10-11頁｡

(20)前掲注2譜 F土佐派絵画'Yf科u録 (-)肖像HI本 (-)j収録Y_1'利｡10Tn3I｡

(21)京都市立芸術大学芸術資料蝕に手本と.Etl.われる原堵室写本 《古鎧戚毛色l｣〉(122240001000)がある｡

(22)前掲注2苔 u･_佐派絵画資料Fl緑 (≡)内Ilii造･削!Ji本｣収録資料044-47貞｡

(23)FFl本絵画論大系j約五巻 (坂l帽j坦編､名著普及会､1980)2.5159ici-.J朋 〔は東京芸術大学が所蔵する文政

5年 (1822)内JIJ邦之'i=3'･本が迫るのみである｡

- 14-



近世土佐家文書 目録

凡例

トー

こ｢

本Ili刺ま､庶榔1け立l芸術)く}lu:芸術軒別Br･.が収威する ｢ヒ佐派絵師幣料｣のうち文.lfYt判のみをjLT象とするHi-長である

文.1‡全作を家伝､'#菜､.ll-1人､LII歌.'Jj二本.軒科の脈に6評に分けているoまた､銘肝の中を佼'EJl'TnI.)にいくつかのグループに分けて資料構成を理解 しやす くした

jiiB掛 ま､本l順走のために新たに付 した希Pfであるっ物理的な単位で席T;-を付'JI-しているため､-1しのfi料が似数の斬れqT';It二わたる場合がある｡

斬れタ,は,軒科そのものに特に_Y.称が.了L!述されている場合を除き､資料を識別しやすい名称とした｡収や料作Hや幣抑 Ĵ字引人俗 などの補助的記事を括弧､‡Fにより糾ったものがある｡

作朽1ま､文.!Fの製作名または.lrfj'-斤をホ した｡ただし, 吉状にあっては差JH.人を衣している.

iF･九日ま､文,IFを記述または､Irlj-1した咋を示 したOただし､軒料またはその包款などに,何らかの.言Ll述がある場合にILllった

文.li形式は､本歓の形1J(を′J叶 ｡也弧 封紙､封掛 ま別にした｡裟峨 したものは巷[-.軸､紙札､短flU･､Irr木.竪仲､qlEu-yJ本,横付､枕半fluとして区分し､まくりの状態のものとして竪雛､継弧 切歓､

切継親､析雑を区分した 紙の大きさについては法益が示 してあるため区別していない｡文;I;は特にイ砧考牌に記■Jlがない限り耗本.'EI.ガであるC員数は全て-である.

8 i去lIとは､本雛の縦と織を既ねJl主人他で,iLiしたoirl_位はcmであるolrr紋については幣紙にJii13tlLた状態の法もとで示した｡

9 桃考偶には､苧捕 個別のPL与山により必要な内木を記した｡仲子にあってはT数4,-i-杏;iL!す｡II;‥1人においては;Y=:川人と宛字,を示し､文lfJiにこれらの記載なく上;liのみに,.Llされる域介は判A記した｡ill牧において

はL#名を､写本においては奥.tF等のif:紀や二匹者を記 した.名称に凶と衣記されていないにもかかわらず岡の入るものは相.言L!したOその他必要に応 じて技法宗一朋について.-iLlした｡

10 LlS,Lには､Yf判の翻刻及び桝血1･iJをJL貼長する文献を略号で示す｡uolは rJl.tJ'.派給L仰tf科目?,良(-)ド目敏粉本 (-)｣を､l=〕Gは r土佐派絵画於料EZi諌 (ノく)絵怨粉Jlゝ (二)Jを､.7LIOlは ｢近日1-1二位家

.-記録 (･)｣を‥iL102は ｢近日FI._催家記S,A(二)｣を､記 03は ｢近t吐HJl.衣,lLlG長(二)｣を､.-lL10-1は ｢近Fn-_JJlI家.言雌丘(Jlu)｣を､記05は ｢近世土佐家宗亡録 (-rlJ)｣を‥iLI06は ｢工と川=･住家記事兵(六)｣を､

-1<すOこれらの文l状についてはヰirL.afiを参考にされたい｡

日 収臓祈りは了;淵川Jj'/_芸術人′羊工術Y川 fU･.における幣制の柴刈!番号であるo'fJL火仙川していた本IZf利の姫IILr珊-I,I)を流川するが､ 部変更したものがあるD



辿ポロ Yt利一名 l作者(Lf,Lh人) lil:.鮎 l l文.'HfZ.lJ' lil:-;..日 縦)r法i迂 (横)L備考 lllf;上 l収戚糾 -

家伝

系川(i:

I 派系l叫 土佐家 巻丁 32.3 Ⅰ52.

8 .iL1012 I 家ilL隼llf_;A 佐家 明好日二川=. 1910竪tlu-切本 15.7 ll_｣

:3T, .iL10t 30013Ll501003｣ 家印譜

I_件家 軸 日1.4 :3J_0L

I上佐家印譜 -_作家 軸 113.5 13_95人'F祉咋ili米之;JTr 土佐家
応永 19人永 .5勺イトー tJ12-Ⅰ525巻f- 34.I 9-18.6 1

300】61101006上位文.lFl]鎚 IF.家 巻ll 18,0 358_1 'L!

05∫ l..I/r-.家叙 FI朝帳 :佐家 J亡を長9咋切

C.1696 械ffu. 】2_1 34_2 6r. ~Ll058叙LT; l付 卜借家

切離紙 16.6 81_3 iLlO,59従EIL1 一夕傍例叙lJlf州- ｣二(光i■i ;̀

∫:和2咋 l802 切離新 16.3 5エL0 ㌻L105)0 ili もたl二日.!f控 土イ衣 巻了 - 17.9 179.2 卜休 l-.tJr7:)二〇

iLlo1 .30012840100日 i)ヒ 1 衣 竪lEu- 24.9 17_2

2丁O iL!O1 3001:301O10012 三光 l=ト 1 莱 切離 17.5 10_5 idol

l i''kS1.i l l /Li緋 (上位光成) I._1!.:.光成 り紙 :36_6 5.9 言

Li02 L:300】41 r)OIトl(ll ( 9-1･叙｣二ノヽン-.)∴ 光成) 清l1'眼lJ-

= 十｣ 延一oi 168l 注紙 .3.3.8 52.3 iL102 ;3001412 60315 lll ( 9咋 T:)近fr'牌1.:i-.'i.九収) tI.iFllij寺.左 辿`9イ 1(;81 33.9 52.3 :;Ll02

l6 JT 案出離 日-_1光成) 1-_I/JI光 包桃 36.7 6,4

iL102 13001∠日 50117iI 'jS:(J亡祁 9イ叙従iT_ ド.光成) JIJj

城俊L ノしヒ9イ 1696 型紙 ;34.I 52_5 iLl02 1300lLl1 らU218 ll'kE(フ亡紘9咋 )部 i大輔 L光成) 功城俊 ノ亡鎚tJイ 1696 法紙 34.1 52_5 言亡02 300141

25(ー319 l【案'd耗 (E二ヰ光;ネi) Ll/i三光 TJ紙 :35,8 6.3 ･;L102

20 lll (元 9 文正 6位下 .光祢) 坊城俊 JL紬9イ 】696 窪耗 34_0 52.0 iL

l02引 IlT (ノ亡 9咋 ノ近衛牌J.i-I'-;.光ill-) 坊城任

}亡砧9 1696 単離 うJ.0 52.0 言上02 :300l∠1120JO.322 日` 包耗 (土ー

北}}L=) 土佐光)Jl 包紙 ;35_7 7.:3 言Li02 :3OOHl22012:3Ih (宝永 7イ叙従六 卜.光yJ=) 烏丸光/)'{ 1;:′k71 1710竪就 3-I.0 52.5

iL!02 300日122032Llll̀ ( 永7年fI=イ了近′. 寺藍 .光)1=) .(.詰jL光栄 ′k.JL(7イ

17】0 聖教 34.0 52_6 言亡0225 ll LLg,戟 (土佐光-1,I

) L佐光yJ: 包耗 35,0 7_5 iJ0226 lt′ (止/6二.款正大は下 ,光方) r_I九光√ 1卜 G{ 17lG 幣紙 3J,0 52_6 iLlO2

27lt′



.3:3日 衣 (一;A:fhミ16昨秋従 ll-.ILjJ_l.光井) 7'ij野ル ･:/T> 享鎚 】6咋 17:31竪紙 34.I 52,7

iLIO234 H 案'd釈 (J-_1/li允)lJ.) 尤

也雛 L56.J 6.6 iLIO235 ll･.∫ (ノ亡文2イJ.放_I三7lL.位T .)t芳) メ 】IlL'..u )亡文 2咋 t737 芦滴t 34.3 52.8 i己02

:36 [事i:a'Ld.秋 ( 光｣ 光 包秋 5_8 JLlO237日 i_L諌 ()亡文 jl任.]i:r少.Lil..光プlJ-) JrI小 技 ノ亡文 4咋 173

9 差紙 3∠l.2 52_9 ~LiO238 日 lE:出離 (二 -:光-) i.光)i: 包紙 3il.5 6.8

~｣ 02;39lJ'':lR:('3li一光3J1任左ljJ,J少逝 .光井) ):.uLi.

lli--1札 LJti伽3iLI-L. 1743里親 .33.7 51.:3 ~己0240JT 炎/d机 (=L.∫光it ｣-.J

J.i)t沖 包紙 3∠l.6 6.2 ■｣ 02上目 H -l:衣 (延';i;フ亡イミ叙 六位上任左近衛牌!lY,-:.光沖) ,J:JノLil'l'.JPJ-L 延手元咋 1744恕紙 33.I 51_4 ■己0

2Ll2 H i:案也紋 日._∫三光i三 二JTJ..:北iLLI:

包縦 ョil.8 6.8 止02∠l3 H 某 (一i'li娃4イ:-叙J:_六r;/IT .光淳) il小bz'6l

llrl '比延4咋 1751 33.5 5】.6 LlO244 H II_'炎/

LA紙 日..∫北 -_イ左光 包紙 3∠l.8 6.8 L102∠l5 l】.‥′l (̀=柄.34l什ー)･‖拭/J'1.両.光沖) fl小抑 ll川 ';;-二桁 3咋 1753 型紙

33.2 5】.6 己02∠lO日 -r.I//Li (ニト 光沖) .イ!.三光 包紙 3∠I.

2 6.8 己oョ∠17日lJ/ (∫JET,:3イE什 職人允 .光iiJl) i;I小抑 lHu Li;:僻 3,'li 1753 逢桃 33_2 .5).5 己 0 2

･18 日 _=ノi 包轟 (l -:光枠) :_)t ･J紙 34.) 6.8 己02

49 H f'/(一汗Si:.叙従TJ'.位 F,光淳) url.lE'2

枚 宝.暦8咋 1758 ,._紙 32.5 50.8 己0250 日 I 也 日 -:光J樺) 1!L三光 包離 :311.8 6.8 己 0

251Jlーrj (安永LIJ/三叙従六 倍上 一光時) )JL光 汁 安永4咋 1775型紙

.12.2 50.6 LlO252 日 i.と (安/k4,1作

I-I_近衛終監 .光特) )九九 i 安永11年 1775竪射た 32.1 50.∠l 亡0253 日 I,也紙 (二ヒ -:光 ) 二位光 包ま机 :35

.5 7.0 己025∠l日 l (入明2-1:-叙l:.六位下 一光畔) 才一小旅 Ii膨 天U12iF, 178

2 竪紙 34.2 己0255日 JL一包紙 (上

光 ) 尤 ･J紙 7.0 己0256 H i- (入明 9イて叙 7T_位 i:.光時) 伝 )再 ノi明 9J'fI ー789 芝紙 33_6 51_6 己02

57 日 ( /出離 (E 光時) 卜 i)tLけ 包紙 3∠l_8 7_0 0258 H I ('光政 8イ:.叙従/1'.位 トー光時) 伝 胤',L 'L'li政 SJ1三 1796

丈紙 33_1 51,2 0259 l l 包紙 (卜 光 ) 卜 北 ･J紙 34_O

6.8 0260 I l (i;坤l3イ-.-.叙,J二九位下 .光時) j去 lyL J;i:-1;ll31

l=. 1803 差紙 32.0 ･19_9 026】日 l 也紙 (土 光 )

北 ･プ紙 35.3 6.8 0262H Jl_I (文イ 0 J二】者守 .光時)7jll



70 Uii'炎包紙 (=Lイ/.三光禄) 佐北 紙 35.0

7.0 記 0271日 案 (文化 LO仲仕左近術胴.虻 .光祐) 月旦小路鎚房 文化 lO咋 1813

｣紙 33.7 52.2 記 0272 lコ J 包紙 (｣二位光祐

) 俳光祐 包紙 35ー5 7_0 記 0273 トーl (文政元咋叙従王1-_付:T .北棟) 梢光成 文政元咋 1818澄雄 33.8 52,1

記 0274 仁一l 包紙 (土佐光祉) 佐北棟 包紙 35_0 7_0 記 02

75 U (文政9イ叙従lj-/lItZ上 ,北棟) 尖抑孝

文政9咋 1826 壁紙 33_7 52.1 記 0276 Il宣 包紙 (上 光祐) 任北棟

紙 33_9 6.9 記 0277 U (I)i保 ∠Ei叙llI:

h二位下 .光祐) 圭蛙小H'6正Jy=1-- 大仙と4咋 1833 紙 32.5 50,8 記 0278 口 i:案包紙 (=L ･:光 ) 任光枝 包耗 33_8

7_0 記 0279 口 -l∵案 (-){保 6咋 =河寸 .北棟) 圭li/卜蹄日:_戻 人保 6 11三 】835

望竺紙 32.8 51_6 記 0280llI 包紙 (∫ 光祉)

任光 紙 34_a 7_0 記 0281r)I (大仙 15 -'.[:;LEiiu位 卜,)i.梯

) El野松宗 天保 15年 )844 紙 33_3 51_6 記 0282 H 包紙 (J..イ/11光文)

i-:光文 包紙 34.5 7.0 記 0283 lli_潔 く文政 日 昨秋従人位｣二.光文) 土Li小路LEF3-- 文政 日咋 1828 iP.Jt紙 33.5 51.8 記

028∠l口 -l:案 (文政 11咋任肥後介 .光文) rll.小路lF二.BI- 文政 日咋 l828竪紋 33_5

51_8 記 0285 .I i:案包紙 (土イ し JrT光文

包紙 33_8 7_0 記 0286 口 案 (天保 6J'･叙｣:_六位 F.尤文) FTL./ト路TE二gさ- I)こ保 6咋 1835 竪紙 32.6 51_3

記 0287 日 一.-I (天伽 6イF I三近'(:'行桁監 .光文) tEl./卜路正拓 天侃 6咋 1835竪紙 32

_6 51.2 記 0288 ll 包紙 (l 三光文) 土佐光文

包紙 all.0 6.8 記 0289 JT (天保 】3-三奴従77.I_tを:下 .光文) 坊城俊九

天保 13咋 1842 竪紙 33.0 51.1 記 029

0 ∩ 包紙 (土 光文) ｣二イ左光文 舵 35.3 6.8 記 029】仁一l (jTJ'f;.永 2-i叔従=IT.f立J: 光文) 兼室長州Ei ))'ft永2咋 18∠19 -.紘 34ー0 51

.5 記 0292 l二Ⅰl 也紙 (二ヒ 光文) 六三光

文 包紙 35_0 6.7 記 0 293 一二一7J ('L--政31･叙J二王L二位

r: 光文) 柴室長JI小 安政3咋 1856壁紙 34_0 51.8 記 0294 rT 包紙 (E

光') !lI) 紘 35.2 7.0 記 0295 日 i← (劇.占.2-叔'(刺_ll-.下 .光文) 盛宴長;); 慶応 2年 1866 一紙 33_8 51.2 記 0

296 ll (劇芯231- liF'171勺=.光文) jR-婁長:)

; 嵯応 2咋 1866 一雄 33.8 5ユ.2 記 0297 ∩ 包紙 (土 此†) 土佐う 包紙 35_8 7

.0 記 0298 lコ 案 (文久3イ叙 六l;LJ.I.光3TI)

来室 小 文久3年 1863 竪雑 33_7 51.1 記 0299 口 案 (文久3咋 T:伊lf,介 .北1.L:I.-:) 架室 tf 文久3咋 1863 里親 33_7 51.0 記02



107 仁けi'案 ( 肺 I3咋 内Lg人允 一光1'i) 伝 伊光 'に鵬 1:31I-'- 1763竪耗 3.2 5

1.0 己O芝108 llh'案包 u二位光貞) 光iJi

包耗 3.8 6.9 己o窒109 仁)'i::I:案 (I和J-I:隼任ノF.近衛略監 .光i'i) ;九北山

別和J己il:- 176｣ 竪耗 32,5 50.5 己02lュo 目貫薬

包紋 日._tJ北山) 上位北山 包耗 34,0 7_0 己02lH ll立案 (tyJ利 5i叙従llTtI2-.ド.北山) 広橋所光 明和 5年 】768 竪紙 33.0 50.

6 己02112 U立案'd耗 (J..ll 山) 二佐光L'i 包就 :35.5 7.0

己02113 Il'i案 (安永∠li a rE二位｣二.光山) .5九光札l rA-.永 4イ Ⅰ775

慢紙 3 I 52_J 己02114 EIJii案 (安永4J1=- 二位寸 一光l'i)
吉)L光祖 安ノk4- 1775 竪耗 3.0 52,2 己02115 □'a'案包耗 (HJ北上)

二位光 包耗 34.7 6,8 記 02 1300日ll2)01116 ll宣案 (大明 2勺叙I:JIJ_位 F.光iti) JI小鞘 諺 };明 21l:J. 1782 竪叔 3-I_0 5

2_2 記 02117 ll宣lj'包紙 (l二 光lJi) 上位光点

･)乱 3-I.8 6_9 記 02118 llil諌 (寛政JL 託従凹II/IF一光出) 伝 胤起 髄政-11

1--. 1792 又萩 3こLd 52_0 記 02119 日宣案包耗

(｣二tJ光l'i) 光i'i 包款 32.8 6.8 記 02120 ljh'案 (J;i:和 2ゴ叙従llLt位上 ,光ill) ):tuLYf韮 7才和 2咋 )802 竪耗 3.3 46.7

記 0212】Lt寅案包紙 (上ゼ丸字) 上 光予 包紙 3

6.0 7_1 記 02122 n賃案 (一政 2 釈 六位 L.光'i:) 柳 均九 rJli政 2イ 1790

型紙 3Ll,2 52ノ1 記 02123 El7-1'案 ( 政 2咋 t

iJ後介 .光苧) 柳 均光 'ili政 2 l790 '又紙 34,2 52.2 記 02l2∠l日JA'案包紙 (｣二イ/北 ) 三光字 包紙 33.8 7.0 記 02

】25 H富案 ('光政 9-i叙了-'.ノく柿下 L光字) lりj一均北 tihi政9咋 1797 せ机 33.0 51_

3 記 02126FT立案包紙 (土仏光学) -_休光字 包紙

34.0 6.8 記 02l27 日立案 ( 耳目4 赦従五一立下 一光字) lr端等 良 事年目4イ

l.A. J804 竪紙 33.0 51.0 記02128 日立案也難 しLイ

光Jf:) -.lJ三光竿 包紋 3∠1.0 6.8 記 02129DJli'案 (文化3咋 土佐守 .此乍) I Yt変 文化 31l:- 1806 竪耗 32.8 50.9 記 02 l3001

4113:302130 EIJfi:案包紙 (LIJ允乍) 土 光乍 包雛 35.0 6.8 記 02131日量J-/ (文化 8イ叙従上付二上 .光字) 軌修寺糸 り 文化8咋 lSlt型紙 33_

8 5l.9 記 02132 ll'1案也紙 (t二位光乍) 二仙三光字 包離 35_5 7_0 記 02l33 ll5'案 (文政J-L;il-'.叙ll■-1JI-_fILJ/FL光学) 広橋北淡 文

政ノ亡隼 1818 竪耕: 33_7 52_0 記 02134 nii'案包歓 (土イ/光乍) 上位光字

包耗 34.5 6.9 記 02135 Jjh'案 (文政 12 三叙従lJ

q位 F.光竿) JJBl.小路正房 文政 12iL:. )829 竪細: :33..5 52.0 記 0213
6n7二幸:コ包耗 (l二1/rl凡手) 上佐光乍 也献 3こl.1 7.0 記 02137 lコJii' (大朕 tlil三叙従fJqーよじ,光竿) H- 寺愛長 ノミ促 Hjf-'. 】8｣0竪耗



1II一一案 (文政-111ミ叙1二人ーLl/二l:.光il'j--) 広橋光成 文政 ｣11=. 1821慢耗 :3:i:) 引_5 LlO2

:3()0 ll-lO2145 日 案也離 (卜 光 ) t佐光清 ･J就 ;3-i.

6 7.0 LlO2 :300 11301日6 ll 案 (文政 Jl三叙従ハニー:I:r:.光illJz-) 万里′ト掛目:.U;I-
文政 ll咋 1828 慢紙 う,5 5l_8 LlO21｣7ll 某 (文政 日咋ーl':1)r勢':):.光iI■J'.)

万里′ト路iEILlf 文政 llil:, 1828 管紙 .3_4 51.8 L1021

18 日 ノ'd紙 (L 光illl'-) 左光 ･J就 ,3-Ll 6.9 Li02 300 日20tトlilll●■′ (ノiー1ミ6イ-A-叙従l川-.I.光.il-i) 万里′ I正1)i 天ーhミ6il:- 】835

某紙 32.9 51.6 JO2 :30()1｣lH202150 日出:-′也紙 (卜 光.lJIi) 卜位､ I)挑 3,3.2

6.6 己oョlらtIl 紫 (人伽 E.3 i,/TlJ｣I-LIT.Lt):ド.光

.illj--) 坊城 天以 1:3イI三 1842 笑紙 32.8 5j.2 LlO2 :3OOHl1日021.52 ll'案包紙 (日 九 ) 土佐- ･J耗 6_7 LlO2 〕OO 11001

153 rl'米 (A読/k5i T:LlJrT:J:.光もIlテ) 柴室長騎 滋ノk.5年 )852 l繋雛 :j4_0 51_3 L

lO2 :300 lt001}15-Ilr 案也耗 (tf光iJlJ'-)

左光i 包雛 35_2 6.6 Ll02155 II'ri炎 ( /k7イ:.叙従IILJー■.(:ド.北il-;.) 柴室長順

点/k7if:- 185｣ pt雛 .3iL0 5)_:3 -L!02156 IJ 案'Li款 (tI光武) 左光武

J紙 35.5 7.I L!O2157 日`架 (点永 7イ-'叙従人(:IIl,..光武)

柴宅長 巾 1lJ;-永711:J. L85-1幣紙 33.6 51.4 Lt!02 :30014日1802158 lf'禁 (滋ノk7勺 T:ill,川lJ'介 .光武) .:3_衣 巾 滋.

/k7咋 L85-I幣紙 :33.6 51.｣ ~亡02 :3()0 ll803l59 lI'(I-I隷也紙 (_Li光政)

左)t J耗 :i.7 6_8 LiO2 I:loo 日701160 ll′紫 (文久ノ亡イ:.叙l

･JJ;/:F:,光政) ;三長川fi 文久J亡隼 l86l 紬t 3 1 51_2 iLiO2.l61ll 太/d紋 日-_イ

十九 ) !li光 ノ紙 G.7 iL102】62 日一某 (文久3イ T:-,1/,i介 .光政) 旦小 hTJJ:LJプ

文久31卜 1863 紬( 33.8 .5).0 言LIO2 ;loo 日6 02】63 l卜 案也柳.(人ヰ

llLL ) 左家 '3'i政 ∠lll:. 1792 り桃 37,0 7.2 亨LlO2 .'jOO 2170l16こl日 太 (lH4日:川=.知音捕 .人相L.iL_水) 広橋伊光 JyJー3{li )766 ,t紙 34_

2 50_6 iJ02 :300 21702165Jl-i_-斤 (IylI3咋叙ii三 ･人相iI注水) 小槻宿祢 )リ ll:31｢. 1766 慢耕

: :36.8 53,7 300 2)703辞令 .1_ii い166殿 T~辞令 (A-_佐光政如) 宮内省 E那ifrlGiI:- 188.3

慢萩 22_6 29.2 3()0 00100Ⅰ67 加JJ交叉至をlf令 日二lJrI光政如) 'g'内省 叩 'J]9咋 1886jr.jfj軟 22.7

;30.6 :loo 00200168タ川I祭参 柑令 (LfJlI光此鎚) 宮内省 叩 I,J9<[=- 1886

型紙 22ー8 3().7l69 l■川 掛野御hi享TJTr杉ノ了貴会御川(_7..過.Ft=(上位光武宛) 宮内省内虻-i

f 叩 萱7.2:3年 1890 幣紙 27.9 :39.8 :loo 00600170 I'7.日御所御座所杉/JJ絵御川rL三j丘.luL.f筒日.:(/,i光武宛) J矧 ĴTJI:_実pf rリ '.2:lil:. 1890 ･川:J'

22_4 8.01715;.:EFEiR術/芦佼l私消llh.F,今 日-_I/rT光武宛) 京都frJ'参小会 明子fT261I.-,1



'l■i'状 .鵠:付

177 郁博 立ゞ会 こJli'lJ己(･仙北文) I.'/岸i.llIliiエ会社 明治 lj隼 1878 切耕一 19

.∩ 2∠1ー7178 Iー;博覧会 二i■TL-状 (･作光文) lA-#1.I;IlLiエ会什 l州台9咋

1876 切紙 26.8 20.5】79 左光政寄 受甜 tlrrllMI: 明汗F2

∠l 1891世紙 20_O 28_1 130 34GO100180 郎丁JL庶L左宛 -卿1卜 ･.JJ.--:光此 J州f726 1893 .i.:i郷二 2.3.I 32_3 】30 360O500

181 三1! (土佐尤

i鎚) ノくlj本恥姐会 大日:.5 1fj16 :'草紙 2G,4 52.7家弟 I)A-出?.L造J,,i 川】

182 政度安政度御道 節J絵様絵rhlJrI'た 土佐家 1政 2イ 1790 空目Et.切木

)3.5 19.9 1470 1,30()129201OO183 文所内袈ill描1-殿 f;Lt.7

-(.次机 i ∫政 2-I L790 捷紙 27_7 40_1l8∠l 15;.;殿鍬

稚+倭阿 紙之和歌 衣 ∫政21 1790械二I--州- l∠ll 20_0 6ro185新

内袈御造営御絵 記S:j= 衣 安政 2I 1855 竪 lr 2∠L∠l 17_4 76).. 00l86安政皮造,.; 如殿 THY,作一打llS;長 卜 家 安政 2咋 1855 りJ 紙 L5.f) 85.8 300 ∠-9 00

】87安政二年 虫網 I J絵之l"川;.数取調人元帳f̀=j 仁 ･:i 'iL'-政 21ー:- 1855 L秋 切本 lt.f) ]6

.7 59To 3003820200188'&=&={l=, 出御 I 鵬2之r'l川;.数収 剥人元帳ち二袋 土

衣 栄 28.7 16.ll 300 82()700189 后御殿新調fW..加 ′ヽ′●llノ i 十

身こ 堤リ.i-.3 1867 .ill汁 2∠L2 17.2 13To 記 06 1300 9∠l 00190 トーJ殿御け絵梯控 土 -:衣 劇応:3イ 1867 謎lr 2∠lI) 16A 12TO 記 06

1300 95000l91 胡t1共御用絵 衣'=.才,作 土 蘇 .'Tn3テH家 劇芯31 1867敬 汁 2∠l.∠l 16.5 2OTo 記 06 〔

)0192衣 御殿御l''= 子分過 り 光宇 ー他州 米独 ),;～

/jく元- L8∠18g'.I:! 2∠l.1 17_1 7JJo 言JO 6【93 HrU字杉)=糊r 絵1"-J押 衣 帆 iL. トトl ｣6.5

4｣一〇 1300129](00L94 障 家 叫

紘 17.9 4亡)_3 300 6900〔)l95

仰考 (ビit_楽殿J対) 家 Jlj#紙 28.1 ∠11.6 1300 690200196 i,rir:考 (典範記)

三家 慢 紙 28.5 40.6197 節A;. 土 三家 折紙 33_0 4

5.2 30013690400198 位考 (附軟1を推計考) 土 寡 折紙 3O.6 54_9 3()

0 69〔)00199 範考 土佐家 L)Ji::紙 17.8 62_7 1300

690600200 備考袋 土休家 r.,紬t 28.5 40_320l 御殿御造′洋御帽子如御JIJiLJ.リ..Lt=抜 E-_佐光hlil- 安政 7咋 1860棚二

㌧仰 12.2 17ー2 10jJo 記 04人嘗 掛川202 元文 叩.十一Jl大伴会次机 九)lJ- 元文31 1738 幣 汁bJJヰ: lEL

:3 20.9 20TO 1300】3】5 00203 元文三年+-Jl悠紀ノj-ili北ノJJ統り)rlJ凡fl一秋

三家 ノ亡文,3イ 1738桃 汁 】6.8 ∠15.5 ･lTo 0020∠1元文三咋十一
JJ



210人件会Ji-I(御即位と申奉るは) 土佐家 明 IJti 】764 切継親 (折紙)47,0

61_1211人常会先 (御即位とは) 土佐家 l9JlJ己 176

4 蜘雛叔 47.5 61_2212 人常会'i'L(大嘗会と申奉るは) 土佐家 明El

lノ亡く 1764 切離耗 47_5 61_32).3 Ⅰ元年大背会御斎IL詩御衣

同巻 七佐家 明和元-1 】764 巻子 28.4 282,J2】4 lJ-I:年大常会御iiJILi縮御衣図巻包萩 ｣二位家 明和 元イ 1764 包紙 39.7 28,2

215 l元年i'豊明節会参集者 土佐家 明 l元∫ Ⅰ764切耗 15,

3 -1-I_0216 lJ-L:咋悠紀主基節会参曲者 土佐家 叩J】元イ 1764

切継親 18.0 53_1217 】元∠三人常会悠紀土)1犀風舗設l套T 土佐家 JyJlJ亡イ

176-1切耗 18_1 36_5218 [元4三大常会悠紅毛基犀風舗設'iI

土休家 明jflJ亡J' 1764 竪耗 31.3 J7r2 0013670203219 [主紀堺風風俗歌 ｣∫慕 r州都J-L;-1 1761 巻子 17.8

105.3220 I-.位光井宛;当二状 r'T尾秀実 lLIJ和J-L

;J' 1764 巻子 15.8 109,5221 r参ll ∫ 次第 土佐家

明 Ⅰ元イ 176ヱ1巻子 18.0 133,8222 lJ亡i三悠 方犀JA和汁

土佐家 Iyー1元_ 1764D-r就 32.2 46_3223 l)亡

1三人常会Tir=風和 扶片帆俗歌包耗 土佐家 明 l克く 1764 包耗 27.6 39.222∠ー ElJ亡-1I.人'y会俳風利 炊 土休家 明 lJ亡イ 1764 整相 30.4 21_8

20To225 lI元イ三大常会悠紀プj俳風和 た ･.借家 叫 IJ亡く 1764

析緋: 45.6 64.3226 ll元イ三人常会悠紀プI肝4し和 欠包紙

佐家 明 (ノ亡イ 1764 包紙 Ll5.4 6Llr3 130013670402227 lLノ亡イ三大 会主韮方f罪..凧不r1炊 土 衣 明 l元 176∠I粥祁: ∠15.

5 64.2228 ‖ブ亡イミ大骨会立並方l刑瓜不 炊包紙 二1二家 叫 lJ-Lイ

1764包紙 45.5 6∠l.3229 rlJ亡/i三人'#会袋 土佐 家 l‖

lJL-i Z764 袋 32.5 24.02:10 日ノし∫三人常会悠紀プア併JほLl大

十位北山 明 18 17711JT-紙 33.2 46.8231 =八 三̀人'H:会悠紀方併風軸 欠 土 光iii 明 lSi 】771折紙 39_7 54_2

232 El̂ イ三大嘗会悠紀プf界4刺 大 J..促北山 Lu tS̀

1771継親 32.7 291.52:33 ll̂ ゴ三大常会主韮方併)和 炊 ･.佐光

1'i 那 )Si 177IJJ子紙 39.8 53_9234 lL̂ イ三大 会主韮方刷虫し利扶 土佐光点 明利一8 1771析雑 32.6 46_6

30013680300235 )̂ i三人 会主韮方併凧和 炊 土佐光

lii 明 Ⅰ8イ 1771析耕: 33.2 46_6236明 I.大 全土韮方犀風和扶 土佐光貞 lyLJ】8 J771継親 32.7 276_8

237 l̂i三人 会主北方風俗和歌 土佐北山 明 1

81 】77】雛耗 33_0 56_0238 Ĵ -i大昔会悠紀主基節会舗設EgJ ･イ光ill l刈 l8-i 】771



247 人常会佼袋 (荷Ell在i祐) 土佐光illi'. 文政元∠ )SIS竪llけ 25.2 17.7

47To248 ^'拝%JLF 方屏風和歌 土佐家 永元イ 184

8 折紙 36.0 49.3249 大背会 -2占方界rg.和歌 土佐家

茄永元4 1848 折紙 39.4 55.2250 大背会 紀主悲

風和歌包紙 土佐家 粛永元-1 1848 包紙 38.8 55,0251悠紀主i!.仁本文軌 ivi. 土 衣 -L1-永元.1 1848 切紙 18.3 2̀1,7

肘lJ耗あり○252 悠紀二i三∃ 文物進北 土 衣 ノk元J' 1848

切紙 17.7 j9.6253悠紀:に-2 文勘 (JW.風仕様北) 二卜 衣 永元 18

48 切祁こ 15_9 33_6254 悠紀主北本文物 ( 紀三i:二兆併凧絵様ivi.) 土 衣 永克く

[848 切紙 (描) 18.4 24.6 2紙○255 悠紅玉2 丈文勘進 (悠紀主迎本文色紙色EI) 土佐家 ii-永元-i 1848 折紙 33.3 45.8 ユ300

13361300256 悠如上2 ⊆文勘進 (悠紀方本文) 土佐家 茄永元イ 1848 折紙 3

3,3 45.8257悠紀主基本文物進 (悠紀-)I本文) 土佐家 菜永元 1

848 折紙 34,9 48.8258 悠紀主迎本文助進 (1'.紀プJ-絵梯) 土

佐家 義読.永元イ 1848 切離 17_7 41.6259悠紀も盛本文勘 ( 泉リJ-絵梯) 土佐家

末永元i 1848 lrr紙 33_4 45.8260 悠紀主基本文勧進 (主-

プノ本文) 土佐家 末永元i 1848 切継紙 17_8 85.3261悠紀_一三基本文勘 (五二ノ)'本文) 土佐家 i-永元 !L 1848 竪紙 28.5 40.5 13001336

0800262 悠紀_il)i.fi本文捌 (主北方本文) 土佐家 茄永元年 1848 折紙 .34.9

48.8263 悠紀主2 文勘 (主基方本文) 土佐家 永元咋 1848 折

紙 33.3 45.3264悠紀主兆本文軌進 (よ:J;-方1717..J丸絵樵兇) 土佐家

永元年 l848切紙 16.8 24.i 1300J3360300265 悠紀=iiさ. 文両軌進包紙 土佐 家 永元il.I. 1848 包紙 27.4 39,5

節会等ll 読266 元EI節会略次第 土仕光井 正

徳 21 1712 械半lllr 16_9 24_8 7J一〇267 踏歌節会略次第 土佐光ヲlJ. 正徳 21 1712 竪 lu-切本 16

_6 24.8 17To268 白灼節会略次第 -ヒ佐光jJL- 力三徳 2壬

1712 壁 切本 17_0 24.5 15TO269 三節 会 命写 土佐光

芳 享保 9-iF- 172∠l竪 モ 26.2 38.2270 節会略 及三節会次第 土佐

家 竪 23_7 17.2 20To27ユ白 ;節会及踏歌節会次節 土佐家

蟹. 24.5 J7.3 8TO272 紘 三昧生奈Htf=-r供等記紬 土 衣

械 肝 14_3 41,2 4To273 蹴鞠会次ahJ. 坐 秀敏 承応3咋 1654 折紙 34.0 4

8,5行夕∴己27∠l新 内払 'J 御次節 土佐家 懸 llf.tJJ本l3
.
8



28〔)明和 ヒイド-lJLUJTJ'J父祭御行タ 佐家 Ey1和7咋 ー770 削 y)本 20_6 9_3 20｣~

300 7020028l?Li政 二勺-I-EJtU1l茂祭御行タ l1JrI家 'a政 :3-i 1'~)I ､く UJ1ゞ

20,:3 り,/1 151一 300 ′0100282 文政八1fi)LJJ萎学院御 r御幸御列 佐光iltf 文政8-I

tS25 幣 切本 17_1 8,:) ItJJ'ロ :loo 76010028:i大鵬 卜_iJ'八月太政大 ･'_御井Tll御列 ｣二他

三家 六一米13 1842L-i.1 けり)ノト 20_3 6.9 3.3丁 .'jOO 750100284 ･JFi.化 -'_咋イ孝天皇御非道御列.I‡ 土佐家 弘化;3イ 1846 .+ 切本 17.5 6.7 :35J~

300 730100285放′リく会 行夕之次的 上位家 .lLtr-.

切本 17.9 8.2 L51~○ 1300 78010028(;放′卜入会 行夕之次.Tf 1.汁 俳-''.lfrr 15.9 tL1 8)'○

287E州fJ.J九咋軌 Ll八幡'例祭次節 ,F:;tuFT小路綻 .I.'[二 lJ)-)的 】91(:- 1886

l=.i,i 24.7 17.:i E.31-0公'托.i;i288JJliりー改JtIと記 七佐家

滋永7イ l8.T,)Ll壁 切4. l｣_l 20.:3 81 :300 0801()0289大仏ミニil=-榔碑 上佐

家 天一光2イ 18:31竪 切本 1:3.9 20.:3 31J~ :300 090100梯札290ノf=liiJ;.一束同棲札 (狩 探幽) 土佐光乍 天伽6イ 1835 就札 )6.7 .'3.0

itlO.5 13001:38:30:300291iJi絵 -'凶極札 (F直形光糊し) ー佐光学 人ー ∫ 18:36 耗札 16.

7 :3.0 itlO,5292城主米fzズl楠札 (SLi=野探幽) 佐尤乍 )こー7イ 1836歓札

16_7 ニ).() iLlO=-)293 帖にlVi-,I:古跡持(IfL(fLl甥 探幽) L佐此乍 フifE/∫

1836歓凡 16_7 う.O iL!05 :30013 050029-1l;'rlり糾こ鳩は梅札 ( 汁 料) ヒ

佐光′戸 天一一7イ 1836 紙札 16_7 ,'3.0 irt!05 :loo 80700295 L-獅ーii 水l女佃 札 (狩 ー】i) 上I:i:光′戸 天保7イ 183G 紙札 16_7 .'3.0 i己05 130(ー 8308

00296 iyEIPllllJ水 t.Rl'礼 (狩 J',rllFJJH 土休光学 人保7イ 18,36 秋札 1

6.7 :3,() 言LlO5297tはlIri=1水凶極4L(SLl:探幽) I.任光学 人山と8イ tS.37 緋札

16_7 :3_0 iLi0,5 1300 83jOOO298人ll:fi:図権札 (相野探 ) 二lJ三光宇 人ー米81

1837耗札 l6_7 :)_0 言己05 1300 8lt0〔)299ZIi肋似三伯蔓札 (相野 ～)

一任光苧 人保8イ 1837却:札 16_7 :3_O ;L!0;5 1300 81300300明イ1-i.1-.度I実鳩首札 (SLi甥',探幽) 佐光乍 ノi保8イ 18:37耗札 16_7 :3_0 言己05 300 a

31200301祁紘ノi鳩束 l実棲札 (4';Jf野安1,;.-) 上佐九乍 天f米8イ 1837

萩札 16_7 :3.0 iL!05 300 831400:302孤.Rト挿札 (守 土佐光乍

天伽8イ 1837紙札 16.7 .'3.0 書亡05 300 8:31500303 旅一二一同席札 ( 野安 -.A) 卜 光乍 Xt!8 1837萩札 16.7 :i_O 言LlO,5 300 83

17003O4/-i=吏山水L9g極札 ( 野探納) 土任光乍 )it■8-1 1837鄭:礼 16.7 .'3.0

iALlO5 300 832200305 秋冬lrJ水凶極札 (才野探 ) 左光学 人伽8イ 1837

鄭こ札 16_7 :3.0 記05306 川手1.:十H乍J梅札 (香nr,探幽) _任尤苧 ノミth

ミ81 1837 一札 16_7 ニ).0 氾05307柿祉ガlズ佃 札 (符甥探納) ∫光

′戸 六一1ミ8イ 】837耗札 】6.7 :～.0 iLIO5 :jCIO 832000.3OS 帖に鴨Lx)棉礼

(符9安 り 光乍 フこ1h8ノ 1837郷.札 16_7 .-3.0 iLl O5 ;300 831900309;rtjに′



315 ElFr花.I:JLXl触札 ( I三光起) 土イ:i:光字 大仙と9咋 1838 紙札 16.7 3_0

-;-LICI5316 J̀=I.I:--)i神図純札 (州'./k牡) 土 光学 人ー米91L:-. 1838

郷こ札 16_7 3_0 言LlO5317祁槌ノJ--=I対称札 ):ulT.探幽) 土 光字 )i保 9

イFi lSL;8 紙札 16_7 3_0 I,LLlO.5.3L8様相日日水l叫植 ():u-LJ'.探幽

) 上 光学 大仙と9イF-1 1838 紙札 16.7 3.0 言L105319inJJli.:lll水lズ=率札 (川:探幽) 土 光学 大仙と91[:- 1838 紙｣'L 16.7 3.0 チ己05

320 連鵬lズE梅4L(帖形)tLHこ) 土佐光学 人傑 9咋 18:38 紙札 16_7 3_0 ;

-LEO.5321 Jに去洲tjl呈】梯4'L(Jti形)t琳) 上佐光乍 人仏と9J1:. 1838

耕こ札 16_7 3.0 itlO5322 l水凶棉札 (4.):即探幽) 土佐光宇 ノi伽9il:

. lS:j8 緋札 16_7 3.0 iLLlO5323 :'疾二笑1刈赫札 (久

I:I:i;:..) 土佐光学 天仙…9年 1838 郷こ札 】6.7 3.0 iLlO532∠l

ーr水]#l梯4L(久肌 ) 土 光学 天仰 joイ 1839 紙札 16.7 3.0 ~L10,5325 描未寿tL.2日融｣:L(4'.i:!1. 幽) ド 光学 大伽 】O-/ 1839 跳札 】6.7

3_0 ーL10f=)326 t水岡極札 (4'.)=野探幽) 土 光学 天竹と10′ 1839 桃札 tG

,7 3.0 ー｣05 13001383∠】000327水に惣【父1極4L 4r:1: 納) 卜
光李 I)i佃と】0イ 1839 紙札 IG.7 3.0 lLlO5328 ;l様).-Ill.-Lli1糾し(祁:lJ 幽) i 三光字 人T米】O-I 1839 射り.IL l6.7 3,0 ■LIO

5329 声価l窒l枇札 (才 ㌢探幽) 土 :光学 I)i仙tloイ 1839 桃札 l6.7 3

_0 L105330 竹l2!l榔札 (4'.):リ]'.架納) 土 光′JT=t 天保 1

0′ L839 紙札 [6.7 3_0 止0533l祁禄-jf-.l刈 糾L(4'j:Vl.1第肉)

土佐光学 太一米10イ L8:39 桃札 l6.7 3_0 ｣05332flljl=別様札 (qj=ujl'p探幽) 土 光学 天竹とLOイ 1839紙札 】6.7 3.0 L10,5

333山水l葵】 帆 (4'L-1: 栄幽) 卜 光学 天伽 lOイ 】839純化 16.7 3.0

LtO533∠ll巾後滝【雲ト随札 (1.i:リ!1, 幽) 卜 光学 天仏とLOL l839

紙｣:L 16.7 3ー0 己05335松rFl')滝L当】梅札 (4.i:野 ui幽) 卜 光

学 大ー米10イ L839 紙札 l6.7 3.0 LIO5336Jl卜披【袈胸川L(F.):I

∫. 軸1 ｣二 光学 人傑 10∠ 1839 紙札 16.7 3.0 L1 0 5337 亨八㍍-怯】械札 (a. lL;.-) 二ヒ 光学 )i保 1Oi 1839 紙札 16_7 3_0 LlO5

:3:38 二福神図梯札 a.):!T.探幽) 土佐光竿 天以 lOイ

]8.39 紙札 16.7 3_0 L!Or)339 鉢に=Id;く捌.x牌 札 (4'Lr-野探幽) 土佐光字 天仙 川イ 】839 紙札 l6.

7 3.0 L105.340竹に碓1刈棉札 (叔DJ'束｢】】) 土 北竿 大仙と12イ 184】棚:

礼 】6.7 3_0 L105.341 J.:耽権札 (H 二起 .光成) 二l二 光学

威永31l:- 185n 紙札 16.7 3.0 LlO5:342八幡人郎遜家Lg 札 日-_tJ.i光J担) ヒ 光文 文久2J/I:- 1862紙札 16.73
.
0



350故実ivi.rli= 上体光井 幣一一叶切小 6,7 24,6 8)~Ol父F

入り○351 'Lt卿氏名表記Lit 卜佐家 切離紙 15.9

74.0J n)f究352 山絵 畔のI可 土佐家 J亡文3咋 1738W

Hlu 1∠I.5 41.8 6 Jーol.xl入 り○353絵∃与雑録 土佐家 元tfiL2咋 .文化 2咋文化4咋

1699

.1805.18

07惣一肝 26_6 20_7 3Jーll日大 土佐光成 .光祐関係35il土佐光成 -子預状 金屋

(_毛衛 }JLtl=6年 1703 切耗 29_9 l8_2 金Fi!伝兵綻i- 卜 刑部o355 佐尤成r'上り手形 人見秀正 永2咋 1705 切耗 28.6 17.3 人見秀lF_- );.Tli

356 佐光祐宛金子預状 林杏蒙 元祉 10il.: 1697切紙 29_0 26_4 林木,A--- LLJ.≡ -tflrIL.

ヒ 守監側係357 佐将 宛 ㌻状 I;-#&SIT 強打 15.8 67_2

(i.I:=)..;I:ulJ.!J安ノ ?i 一 日/i将t.fli358 佐将 た宛 l‥状 夏井遜和 加

Il 15.4 14_0 (E,!!=)安Jl三'fl J-lti-,--359 佐1守た宛 亡状 :川J-衣 rl

解紙 15_4 5l.l (上.fi:),lilt?-) リlWLJ-上イ/r1子R'-;a.360土佐; 左宛 ヒ状 蓮井戎 日 雛紙 28,3 ･lO.Jl (L.IF)一読ノl-/&': Wr"I-上イ左将娼t..

七休光井関361 作光jj1--宛 ‥状 柑il, I伽 tO咋 1725 切紙紙 15.

0 100.8 山村櫛.A- L!1-:ノl=_近 午362 作光井宛 日大 村iJ,

h日01r:. 】725 切継桃 5.5 72.3 山村盲),ft八一 什ノ】.:近 守363 佐光井宛 t状 r付iJ, 仏日Oイド Ⅰ725 切

離雛 5.L1 90_5 l吊す源八-. ノl三近 守 o必勝(判).36-l 佐光井宛 二状 J本宗J

切紙 17..'3 40_8 (上llH IIJ本1;三川- I.;;T;ilLo365土佐光男及び土佐光淳宛El;二状 -,泉Zpi･T '比延ノJT;咋 17-18懸耗 32

.6 46_0 ZIi村 (刺)- E:_休人 ､上LL-:/tii近将監.七作

光点l娼係366｣二作光貞宛台状 さ倣貞幹 切統

16.:3 49.1 (上.l;二)i'i幹- ヒ作上fJrl守 . 130016010ー0067 中行事画五月7T.El告蒲卿]f-F馴 ヒヲ献スJL,図考証 亭原貞幹

ri'.永iI咋 1775竪就 27.2 3 9 _7368石織物文 藤原Ii解
聖教 27.8 39.2369探桑老舞衣敵手補語助文 藤瞭貞幹 継耗 25

_8 52_1370打球勘文 藤原貞幹 幣紙 27_7 39.3

37】 原貞幹勘文封耗 さ原貞幹 封紙 27.2 22.2 藤叔成一 [-_(lil:.拡:̀J:372 織物文 ミ水常成

折紙 29.2 JO.6373 作光山宛lLf付御



378 〟 及_二L占.:光揃J-宛ili=状 中山ヨー 切離紙 16.1 40.7 申 P ;ートーl〟

蔓介､土佐土佐:介o379 〟 及 I.佐北清宛lI!Ⅰ‥状 (封紙) rl:Il｣.J三r 封紙 25.I 35.0

lーいll事造- JrJJも蔓介､土佐土佐介.380Ir収北 (-) IlllL捕

心 リじ 折紙 .31.7 LIB.9 .380.38】-381′ll"i

:(二) Ill山官1心)/亡 Jrr紙 31.7 4∠1.0 380,381-382｣1 ll:宛;li=状 中lll77:FC 切雛紙 17.9 103.0

五兵術一一 ,Tltn.,LLr.ftI_1.383I ⊥ 中lLl家 ( 推)

切離紙 18.3 59_7384土f Jr:-作米比 中lL】家 ( 派) 切紙 】5_∠l 12_2 383-385 -

385l IllL(封紙) 中山家 ( 池) 封紙 22_9 24ー7

386仁上北 藤木鴇半 切音:紙 】6.0 -17.0387 二件光 鎚T t 藤
木代平 切紙 】6.∠l 23.5 (⊥.1i‥)JLif水典iR. 山-._任十イ!JIL.1:○388 二イ光.i1Lgld岩三文

藤木T,酢l;- 文久元咋 】861切継紙 】6.2 35.4 .iHはFii ソー イ1 二イJl.389土仕光illJL.及 卜佐於綜院宛壬l:状 藤木杓､1'L.,藤木静iyi 文久元il-I- 1861切紙

16.6 33.8 藤佐 近江'T卜〝 灘イ リ一二L仏土390正親町二.根尖変及飛鳥井雅l)I.L宛U

上北J/lj'- 藤木的てド 文久元年 186】切継紙 16.0 71_2 頗潤本す 典薬F-.1

JI=1Jか ~ -止親LFrT三条大納 r;,■､4日.山本jJIl_L莫大允 (Lll者-の口上北を併せlj'.391′ト松良三 丘_ 宛 空川ミ 藤木純一､1;- 切紙 16.7 1∠L7 藤木伊勢i:):-小松犀).<

兵術392/ト杉=i!. 宛1;=:lJこ(包紙) 包紙

22.9 3.3.0 1!=)藤木より到来 o "393二Ⅰ二1L光.i二如 七 勝LJl嫁かl

切離紙 15.3 51.7 li‥)琢如-.< 鱗とのみあり> ○;394｣佐北.i～ I( 腸LJJ琢女l 切紙 15_9 49.1 〟)琢如

PE堤'dJ:所o395｣一任､ 鎚 大 勝山琢1如 切離赦 15_3 2

9_2 ユ;=)琢如 一休守○396土仏光.jT'i如) 犬 胎LIJ叶小 切継紙 15A

59.3 (｣.LL=) 券LLl茎 ;=-上位守○397土仏光.ilIテ宛 人 勝lll琢J如

切 紙 】5.3 72.3 (⊥ 十い -1!.デo398 光 如l 犬 勝lけ琢劫 切継親 】6.0 83.2 ( .IH 塞 〟l

L7:○399 光書純一 )( 肪‖】塚如 切継都こ t6 .0 89_7 ( li=)イI

- Lljー一様O400｣ 光 如 犬 飛鳥L) Jf: LJJ寺紙 15.5 38.7 ( F;=)(JI!.I.I

雅孝一土件 L._件一:):a401I菜l '女如 人 -iFEJ.二日 L

)J刺紘 】7.9 37.3 し li=)(飛). 椎il;I_,t一勝rLJo4O2非依Lヒこ .ill-式入り

川北 作瀦不対 L))継紙 】5.7 39.2403金紙受 党 作者不lif. 文久2年 1862 C))紙 16.3 l3.3



09 L.-:)ヒヒ如.I人 中 J_ト五兵衛 巌I,LJ.2-1Ii 】866 L')小爪 16.2 38_1 lJ

T_兵衛一二 介O10 卜 北武拓,lA 中 Jl7iT.兵衛 切朝油た 16

..5 ∠I7_0 E五兵術一二佐L'LL_ 介○∠1日 いI米女如1 中 LJ五兵衛

万延元f lS60 切勧 】6.5 19.8 l茄.兵術-L山末女○412 Hl末女如.i

人 l i五兵術 文久元∫ 186】yJ対掬〔 17_9 70_0 l五兵衛-I1日末女o413 日 ∃二女及llllJfJI1-,L､院宛.上i

:状 l l五兵衛 文久ノ亡隼 l86】LIJも摘t 16_7 72_3 l五兵 汁.l山末女.中日JillJr.心院○ 1300 i:35300414 日末女及llLlli1'1.,L､院如.Ii=,lJこ 中】lr7I.兵術 LI)初鴻t 16.3 137.2

)五兵 ーlL=清心院､申出末女o 1300 ー36700415 光此如.I)( 叶ー1五平 )州台:3

l870 切斜摘t l6_3 99.0 五平- 卜 1300 137481∠ll6 三光武如.F,Ji(封紙) 中 1l五平 明if...3イ

l870刺~劾 24.6 33_5 l-/T:TF-+土イ ◆4i7 i)ヒ武及l Jう!.f樟ー1.:砧.It=.lJこ 巾 LJ五平 明ifT5J/ 1872

切離紙 15.-i 45_7 l了T_平-土イ光武､iii:江何熊Tl.:O418 ET々 佼通､ HJi.:光政及近江bi熊十.:'hJ.17:.lJこ 中日lj_T平 明治5咋 l872 切耕掬t 15.

8 log._3 E五平-白'/,,俊述､土イ/.三光就､近lLf括=E.:o419 rl~/I便通､ l..∫/i)ヒdJ=t及近江Jiliflt-Hf宛L.Li=Jl)ミ(封筒) 中山五平 LmfT5咋 1872

封約 17_2 4_7 】五-.I-;--Fとl◆々 俊逆､ 1-_(!Jミ光a-=し､近熊#O20 二位光武如Tr;火 (附雌lLは り申【1llT.TFi-東川二Jl人) 中】lr=It_辛 I桃f..9イ 1876 i)Jil掬t 15.

2 23.L 藤間一丁乎ol山五Tl;.如;17=,lJミ枇送○ 1300 133エlOl2】 光 如.li人 (封T.A7J') 中l._l五i J"】Lih9-i 1876封令 17.1 4_8 l五三

I---土1Jlp三光武o L300 1334 0 2422土 三光武如.I:人 哩 ｣五上 LJJ紙 15_7 27.4 互-.土 '_o∠l23土L/E三光武及1-.∫/L三光dlU:]如.!トlJ( 中山五兵術 fE-J心ノLiF:. 1865 L)J緋縦 16.4 39.0 LTz'_氏 - L-1Jl:i'1.L

r'JTf介､ HJ.:御,芭424土仏)ヒ武､十位)Ldl.Uリ:及近江)i叩打,:如北 中山五平 [リHfi5ir:- 1872 切掛:紙

15.8 82.0 1五ユニ屋flli一二L件御老tJ:､J-_JJL:r光正=し旨吉o∠125 尤 及 rL/(I.光武L:).-如,1人 [=I=lJ

J五i 明.ifr6-1 )873 切紙 16_6 47_2 l五平-土佐御老付.=∠.三光武○ l300 134600-Jl26 光 及 ∫/Jr-:

光dl=U:J:如.EJi 小 ｣五上 JHifT7-4 187∠】UJl;掬〔 】5.8 48_7 l五ヰ-土件御老tfJ:､上1!..:)tdlpto 】300 134500427 )L武.皮 LJ)-:光武J:).-如.l人 中 l五 衛 UJ約7J/ 1874 L))斉塊( 15.9 85.2 】五兵衛一二 卜者J:I-､土イ∠.:_)LLJ:L

oiI28 九武及 仏三)tdJ.tり.-如.1Jt rf=TJ1五上 EyJifT8J 1875 LJJ桃 15.4 44_0 J五ヰ-士-1JI7J老t:):､=l=

イよ.:)t武.429中山文搾代 目/,-:光武及 トンlJ,.:)t.此付如.一F.-rJミ rflJ
lrTl二平 明的 9イi:, 】876析緋 27.5 38.6 rEj山五平-rE'JL卜文辞代｣-_∫/l三光就､ L佐御老LiFo

).'3001上目:34200430土 九此及_位尤J.U:)_-宛ll川こ 申】I力二三 LrJ朴対し 】6.0 45.0

中山五平一十位:光政､｣二位御老fi).-○4.31 )t此けJ 人 l】J五上 切継親

Z5.3 94_1432 光政l:上F 人 (上川;i) JI)五-I 封F;l' 16

..5 5.1 五平一一寿恕院o433 光就けL 人 中lLIIJ_平 切紙 i.3.7 9.9

1300 137301434 -r休光武lfL一 人 (封m-) 中l｣五平 封市 [4.∠l 5.0 1茄平-土イ

光武様御r̂]御老I:jo 1300435土佐光武けノ 々俊遁如l1:=状 申】1五平 仙il:.秋

ー8.i 71_6 1五上三一土佐御後 1'T-/1,佐近o l300 13720136土仏)t此'h事l;)ミ(i;-Ll部こ) 中l1五irL 封紙



4J2 l二位光村 :上宛.I); 'lhiLAl§ 切離紙 15_7 69.0 中日いン二2/S.- 卜.1左御後三三

I413 LIJrT光武砧.IHノミ TJ々 按適.申llいllrJ lyJifT21J.'- 1869 切紙 15.7 24.LJ 々従/TT化.J 卜立f

ly- I-,.∫/rT従/l'_IL)二4∠l4上位光政宛,Li:状 l賢 歌比 TlF.又lrJL iiE凹郎 切離紙 lG.) 80_0 lEI秋山t.Ii;I:又

117-.jit雌ーLJ;l/qll.Ir;- I..lILr位○445 t二位光政鮎.[!‥1人(月◆秋) l 歌比 原文JIJ',過IlqT!r; 封萩

19.5 243 両歌比 収又ITJ'.述藤一L三JILJ川ト トIll_トl:--トlG 渡ilt川HHイて 'JL ll家 (綻iliE) 切離 L(t.0 38_3 1300Hl3

00447lllll末女如.I1人 近 蛙熊tL7. 切歓 l6.7 28.6 fE-[ 二̀女D 0

0･日8 二作光武及l･IL1:jミ欠如.lt=]); 近出二犀fl:巨吉 切耗 16_7 32.3 l二h壬1時.l7 日l末女､f-_LJrI

上目9 申1日.I-li--JL､院及小山*:AL錨,lH犬 艮略式√l-衝門 切継鉄 J.5.8 67_8 災帖武イT-鰍 "I-rl'EIli

Ili心院､III由来女150･EFLh末女及小松ht!_人ユ-仁術宛Ji'L 唾屋宗助 切

親紙 ー6.l :33.8 -I_lj.三助-ltJ1日米久､小松川人兵1''I7∠l51二l-.佐妬Ilt:状 l々 俺達 切

寿 24.7 :34.l A::)llTJ々 - I..佐O 00452l■山/一二兵術宛.l::1人

._佐好悪院 LIJii掬t l5.7 58.7 I.-:A--=止rJ.帆-申LhltltfJ'ii. 13045

3申lll文悠宛先 ll五兵術 文久う咋 1863 切紙 17.8 3∠1,3 lr/[-_17こ衛-小山文'Jij(454近江hi熊.I,:如i-I lljl工兵1=TT lErJ心2ir'- 1866 蜘継紙 t6.0 13

.8 lLll'_兵術-近江山王熊.l74551ll山川杖堂如.Li;状 リllHJIT_兵術,1llllLlr/'.JlSl六兵衛.中山耽LtlilJ'l:!li兵術 胡桃 30.｣ 39.7 1Jll'_穴

一桁､中山Jll歌L七､申1llJFIll二兆.1lllLl,rヾlT紺t.i､li兵術-.中日l日収456申LJJ白収堂砧.lH)～(ll.一紙) l】JJ[7(:l=-r<術.申HI;

/-_!Jkl六兵術 tJl̂ 24.∠1 34,∠I 小一lllJhJ_Tl一桁､中日lji'_-2)注､申Lll/tJT/lJ'F.i1lIll日収,誌○45 7 I'l~々 佼過れ

hl川こ 了l.:m放.Jこ!:; ll)I.LLfi5叫 1872 L))紙 25.∠】 28.6 .l.IEl数.I.!.i-T=I'々 従Il:位olFzlh/日日状に.;点付o-158fr々 俊jjf及小llltI.Jr

l如.1;二状 )L鬼/lてi原太 JH汗F2{li 1869 EJJ郷こ 25.0 3∠一.0 ノL.鬼ノl:.iJ,(a:) JI便通､■lJ日日'/-.州｣59 lIllILll-_妖術.li】両､lA_駄 目-竹丈助及申lJljl1.I
.-'如.lH人̀lj--虚け日石排 明iff9-1li )876桝紙 27,6 39.0 頗HlJj雄リlLi1-丈助. 1l

lJT.利1モ術､IHllL'/-.)/S｣60 lll山TL兵術､申llいlT_恭､llを竹丈助及申lLILll.I.,J如.l;=状'Jj二藤
m柿排 明汗lt91E.A- 1876JjJT紙 27.5 25.1 藤川I,ri雄ごと竹丈助, lllJll-.lf日

,壬術､中山:/-.2Is､｣61((々 佐述宛lJ状 (i;1-附(.i) 廿l宝2'l席 帆 耗 16,5 40.5 I.5=[)ミtⅠ'l

肝 丁々 llILl-.-162近iI二hi熊了lf' l日大 (i-Lf秋) ー人見用栄 一郎 1.1耗 21_9 5.0 I)こ比hl.

I)'1-.ド.近日二h圭熊.l.:J63芥lj平八鎚. 人IILi浄jJi- 文久:H l

=. 1863 切紙 2こl.5 24.3 釜榔秒,(}一子日日7-八46｣ 卜仏三家純金 f一打iJl)～ 鎚k1--.1
!次恥 鈍bil:i

-L..紋付惣助 ノ亡ifFJ川.'- 1864幣紙 .'3:3,2 -l8.2 LiJrI御倭165 l二仇二束鎚食 [ー
脈状 ijZJi=;I.f,'[次郎,鎚h!.点し.鼻糞良三惣助 J亡tfTJ亡咋 1861 幣紙 :】:ラ.
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470嫡 l三成1JH犬̀J (楠木正行宛) 薪イ ･Yi 弊紙 27.4 37.6 放武 3咋 ()3.36)

楠兵術一橋庄五郎8471竺iliJ-i,E‡:状 与̀l-('7;:.:叫tiLl 者イ 千 巻子 26_5 39_6 'E舟 (刺

)-測蔵主C和歌 S (憎紙 .触 ll)472 l歌他紙 (河 典 .,約:,I.二は

ミ) 位光-)lJ- 軸 .31.7 43_6 光)lJ-o473 歌懐紙 (求 莱 .旭jil他) ∫/.i)ヒ)1: 慢紙 33.7 46_4 光=)leo l.300l379

010O47∠l 軟桝 t(Iif= 央久) ･t![-:)ヒ沖 雌

雄 32.7 45_6 藤満jLo475 耽快 (ホ 永庭松契久) 休北山 幣紙 33.2 4

5.1 内[正大屈北山O476 歌蛾 ill-尖Fi-i. 盟紙

32.8 46.8 (押紙)帆IT).IllTiI､糊Lr実fiFEJiJ!rJo∠l77 歌懐紙 (光Llilil.州ヨf_をはじめ) 投出兄 盟紙 32.5 45.6

478 歌懐紙 (ヒ の大人はしも) Ii:I:lFl..ドIl

i 弊紙 32.7 44_9479 敏偵紙 (_L 俄土ii光二l三の[!T'相の賀

) 卜元技 幣紙 32_3 44_4 松折源ブ亡戊o480 歌雌雄

iー不千 [巧.I-!紙 35_2 48.7481 歌懐紙 (橘 .滝) L_ti)J'.: 製紙 (破れ) 31.5 33.

I I.;;t.'=)トO482 歌横紙 (うつす御-彩) lk為 】 明

治 7年 1874壁紙 32.2 45.2 為FJ!O48.3 泉為P械糾:也祁こ _/rl尤文

明治 7年 1874包郷二 45.3 32.1484 敬 ∫.紙 }'f7イ言:)1-

悼冊 19.3 13.8∠185 敬 〔.紙包秋

/.三家 包就 27_8 40.0 ).30012990200･186 歌短仰 (l牧了ll;ilノ州(.) t!りU1-. 匁川r 38_

1 6_4 光先o 130013∠130700487 敬 引肝 (ll.■r-r漸1r;-)

I.L.:光=)lJ- 触l"i 36.1 5.8 I.;;i■班 O488 敬 引‖一.(庭諮紫) /.三光 地目け 38.0 5.8 光.;れ

489 歌短rI汁(-Ll-の) I..:北上 j=3mZt. 35.8 5A 北山o490 敬 肝 (さらぬたに) ∠rI光 鰍Mr 36.3 5.8 光争o

491 敬 .HIEr(天満I.L4'の) Zl三光i-I 短仰 36.9 6.1

光.lilJf-○492 歌短冊 (仙Ijj刀自)

∠rI光ii 短冊 36.2 6.1 光ti!J'-○493 歌短冊 (光ィ.iJ:.:J]Ji)

慈光寺イ仰 触仰 36.∠l 6.1 4日lEl.49∠1 歌短fllT(故 ヒ佐九文)

､1-ヰイ了伸 riJJFu- 36_4 6_0 和伸○ l30013430800495 敬 .iTlEr(光文軌L:i) 亡.寺才州r 短Hlr 36.̀1 6.1 有仰○

496 敬 .JIll什軸 (うつし絵の .今年より) 方':光細 ,風早公雄

･触 34｣ 5.1 光納○公雄○497 敬 F怨 !.I'# 巻7-



504l'･=.=p:初 (二) l上位光7,-. l l l折紙 L32.9 146-6 1503.504-.lL l ll30013060200

50汗 -絶.詩傾縦 棒 榛斉家仁親1三 l l l朗 t l39.l l53-O I I l13001384010

0写本 社

寺繕起 .物語506 三lJtl三ネ椎別縁起 土仏家 巻1-
37.5 305_5507 lLl王制/-暴≠起 土佐家

巻f- 29.0 208.6508 ･l7-野郷.羊二緑起

ヒ休家 竪tru- 24.0 17_0 26To509 l.iJ'-i.i-寸=緑起言 俳家 竪鄭こ 28.9

39ー8510竹収物語絵巻詞 家

機冊 l6,7 47.2 2TO t]06511源氏耽合

詞 衣 巻子 l6_8 239_0512源

氏物 花'h:抄 ヒ 家 gJ細部こ l6.0 61.5513

いつくしまの本地 土 衣 竪ー肝 23A 17.0 30To歴史514 完日本泉上巻ヒ 三家 竪仰 2LI.9 18.4 5To 13

00t3570100515 JJ=代-'iR王 卜ュ† 天伽 12咋 Ⅰ841ll-T4こ 38

1 87.2 主法摺○516 -.I;松院殿'iE去之か 上 餐 蛙紙 (紘)

30.0 45.5 3紙○ 目01517 法怪仲 E.1朋字式服列北記之記 三家 明治 】7咋 18

8∠lJi'#Mr 2∠L7 12.2 13丁○518 LTi城 りLl宝F 三彩不語=Yi Jrr

本 83.0 ∠14.6 -舗o凶入りO満:彩○519火艦lyjltll ･佐家 ),!話永611:I.頃 C.1853byi-判l

Er 12.0 16.3 2rO520納車接-nL大.諾Ll :寸1十∴一十 元治元年qrj C_】86∠lJ;捌

llr 22,0 l3,9 13JLol牧lR521lll桃.iJ己li.-.執Jt習(小目l忠親) ｣二 衣 竪仲 28.0 20_9 19

J~.柾､永32咋 (I425)輿;与等○ 130013310100522小Fl/J､路 大任公技公記 (=粂公戊) ｣二 衣 巻子 28.4 1124.8 誼文21

'F(l662)小御門軒.q奥.Lu=写.523'=:図秒 (藤 屯隆) 不 Yr 杏 (-

26.4 1390_1 図入り○一部満:彩○524懲i'R抄 作 不 羊

J._EF 28.7 622_0 図入り○525文安御上紘

度凶 ヒ 衣 聖教 (紘) 29.0 43.0 22紙ol叫入り nJ.形526文安御川日立 度図 作 不詳 竪仰 27ー0 19.3 23rO凶入り 滞彩

527乍保二 -咋御即位装束E芸ト巻 (炎侍 .内陣 .女二E) ヒ綻家 奄了. 36.9 1072_6 図入 り OR:彩○528恕mt等卜会 (松岡辰方) 三者可 f 竪tlu- 27.2 19_3 21丁〇着彩

529二十,J



532lt ,i.!F l七位家 l l 世 相 l2-日 117.5 I6)~o L 1130013120100

3本項1日 岡iL巨岩柁 土 莱 巻子 30.9 ∠lOO.8 延 7年 (1

679)林在民奥-;lr弓'-O54 臥 叔/I( 作 詳 折本 8∠= 62.8 -

S○図入りO-.L71;A:彩○ 130015)60LOO535 JT-lAi与.Il捕iii 作

詳 析耗 28,5 40_9 130014131800l物536 i;.:舟駁lr (竹内柄凪) 竹内柄凪 切離 27_8 19_8

_摺C537 ■{.二Jiui (≡ :lTl子) =1

( 竪耗 19.8 27_6 !538 i∴メ版 (汁 二応悩.) 川1

切紙 27.7 l9.8 i539 一三)1.坂 (今l引lTt年) 今f

ラ;( 切紙 27.8 20.4 享摺○ 130013620400540 坂 (同-)r.I.tJ.悔) 同)

切紙 27,7 19,8 圭摺○ 13001362050054) i言:Ji近 (鈴木松年 .原在銘) 鈴木松咋 .Jl;T:JJ三l;i 豊郷: 27.7 39_

7 萱摺○ l30013620600資料- I∬i52 l】i(兄武之印) ∫

汁 (印税) 2.6 2.6 FT拳法O53 l】i(藤 光武) メ
rli 明約35咋 1902 (印 i) 2.5 2.5 側讃こあり○石嬰望o51 lJ (光 .とlり ∫7= iY-: (印 i) 2.3 2.3 イ了等竺○

l300144003005∠15 lJi(光 .とl]) 放也 (印 i) 2.0 )_9 側叔ありQ77磐竺o l3001∠1400400

546 l】i(E=.三光武) イ iY.: (Frl雌り 2.1 1.8 石

製圭O 1.3001∠川0050057 l機長(九武之印) ∫ =.Y-:
(印新) 1_7 1.8 石製o58 fJi()t武) 作 iT;- (印 ) l.7 1.6 ll'聾望o

5∠19 l】i(上位光武) 作 汚TL (印 i)

1.6 1.6 石550 rJ斯 (尤武ElH言) 永i 慶応.3咋 1867 (印 ) I.4 l｣ 8 ･あり○Tl雪婆.

55J ー将I:(光武) 作 不詳 (印 ) 1.9 ll 石製○

[300I4401000552 I)m (光武) 作 汁 (El将i) 1

.0 1_0 石製○553 I)鮒 (光政) 作 汁 (川tYt) 1.6

ll [梨O551暮 lJ (光武) 作こ i一三 (印新) 1.4 0_7 Ⅰ製o

555 l】i(尤武) ∫ 汁 (印斬)

0.9 0.6 ['梨O556 lli(光武) ∫ 汁 (印影i) I

.0 0.5 了製○557 rJSfi(感 光~武之印) ∫

iT'-: (印脚) 4.6 2,6 Fl:銅尊皇o558 tJ,!fi(i



565 r川fi(H!r:砧.i;‥) ∫ 不 (〔肘i) 3.3 3.2

,(=l.製O566 Hj- 作ニ1､∴
汁 iり 12.9 6.8567 Fl真I 作二不Y.: いli1) 6.5 5.0

568 帖 l 作者小 Ti (木 ) 9.3 13_6

地569 呈地 (御放線) ∫･省一不 (書法)

12.5 8.5ー4 麻製圭○570 迷地 (御放線) ∫'者不 千 (2'R.) l3.8 20.2 麻聾竺○

571 1-地 (御旅結) 作-不 千 ( ) 5A

16.3 麻巻きo572 進地 (i火泉い 作 不 辛

( ) 7_2 8_8 絹製O573 法地 (Y.小 い 作 ィ<f ( ) 7_7 9.0 製O

57∠l _i地 (3火葬い イ 不 辛 (袈)

7.4 8.8 †j製○575 裂地 (ii い イ 不

; (裂) 7.1 8.9 製o576書法地 (]

吹 i) イ 不 辛 (裂) 7ー6 8.9 I製○577裂 (.汐こい イ 不 千 (裂) 7_4 8.9 *jiy!

O578裂) (.火宴い ∫ 不 Yi (I'裂)

7_7 8.9 群製D579 裂j (i吹きい ∫者小




